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あなたの夢、描いたつづきは掛川で。

広報かけがわ

「広報かけがわ」をポルトガル語や英語で読める！聞ける！
More information about “Koho Kakegawa” is on 19.

新型コロナウイルスに関する情報は
市ホームページから確認できます。

カタログポケット

小笠山の奇観「六枚屏風」
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最大ピット貯留量（1,600t）

外部委託期間
6月５日～概ね２か月間程度、約2,500t（日量70t）

ご
み
ピ
ッ
ト
量

ごみピット量（外部委託あり）
ごみピット量（外部委託なし）

外部委託を行わないと最大で
約4,100t（8/18時点）のごみが
貯まる。

4,100t－1,600t=2,500t
約2,500tの外部委託処理が
必要となる。

6/5には最大ピット貯留量
1,600tを上回る。

燃えるごみの
減量にご協力ください
ごみ処理非常事態宣言　8月3日まで

掛
川
、菊
川
両
市
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
が
運
営
す
る
ご
み
処
理
施

設「
環
境
資
源
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」の
焼
却
炉
が
故
障
し
、６
月
５
日
の「
ご

み
処
理
非
常
事
態
宣
言
」か
ら
約
１
か
月
が
経
過
し
ま
す
。

現
在
、施
設
に
あ
る
２
つ
の
炉
の
う
ち
、１
号
炉
は
機
能
回
復
工
事

の
真
っ
最
中
。修
理
を
終
え
た
２
号
炉
で
２
市
の
ご
み
を
焼
却
し
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、処
理
し
き
れ
な
い
ご
み
の
処
理
は
、静
岡
市
の

厚
意
に
よ
り
、静
岡
市
内
２
か
所
の
清
掃
工
場
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

炉
の
修
理
が
終
わ
り
、従
来
の
能
力
が
回
復
す
る
ま
で
の
残
り
１
か

月
、ご
み
の
減
量
、リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

焼
却
炉
の
機
能
回
復
と
亀
裂
修
理
に
２
か
月
か
か
り
ま
す

残
り
１
か
月
、
自
宅
保
管
や
資
源
化
を
お
願
い
し
ま
す

　
従
来
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
あ
る
２

つ
の
炉
の
１
日
の
処
理
能
力
は
、

合
わ
せ
て
１
４
０
㌧
あ
り
ま
し
た

が
、
経
年
劣
化
な
ど
で
お
よ
そ
１

１
０
㌧
ほ
ど
に
低
下
し
て
い
ま
し

た
。
１
週
間
に
２
市
か
ら
運
ば
れ

る
ご
み
は
約
６
０
０
㌧
。
ギ
リ
ギ

リ
の
運
営
状
況
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
１
号
炉
の
処
理
能

力
回
復
工
事
を
６
月
末
か
ら
予
定

し
、
搬
入
ご
み
を
一
旦
貯
留
す
る

ピ
ッ
ト
内
の
ご
み
の
量
を
計
画
的

に
減
ら
す
予
定
で
し
た
が
、
５
月

24
日
に
１
号
炉
、
５
月
26
日
に
２

号
炉
が
停
止
す
る
非
常
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

　
施
設
は
今
年
で
15
年
目
。
２
号

炉
の
熱
分
解
ド
ラ
ム
「
キ
ル
ン
」

に
亀
裂
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
古
布
の

大
量
搬
入
に
よ
り
、
１
号
炉
の
破

砕
機
搬
送
コ
ン
ベ
ア
チ
ェ
ー
ン
が

破
断
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。
１
号

炉
は
応
急
修
繕
を
行
い
再
開
。
２

号
炉
は
６
月
25
日
ま
で
に
亀
裂
の

修
復
を
図
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
炉
は

「
ガ
ス
化
溶
融
炉
」
と
呼
ば
れ
、

高
温
で
ご
み
を
処
理
す
る
こ
と
か

ら
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
づ
ら

い
反
面
、
整
備
に
高
い
技
術
力
が

必
要
。
特
殊
技
術
を
持
っ
た
職
人

は
全
国
で
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
１
号
炉

の
機
能
回
復
工
事
に
取
り
か
か
る

と
、
２
炉
の
同
時
稼
働
に
２
か
月

を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
６
月
５
日
以
降
、
焼
却
し
き
れ

な
い
約
70
㌧
の
ご
み
は
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
大
型
収
集
車
に
積
み
替
え

ら
れ
、
静
岡
市
に
搬
送
し
て
い
ま

▲施設にはこれまで2市から1
週間で約600㌧のごみを搬
入。ギリギリの運営状況の
中、6月5日にピット最大貯留
量1,600㌧を上回った。
▶宣言後2週間の燃えるごみ
の量を前年同時期と比較。
大きく減少している。

特集：ごみ処理非常事態宣言

▲今回亀裂が発見された
熱分解ドラム「キルン」

Avisamos aos cidadãos que o incinerador de lixo da cidade de 
Kakegawa quebrou.

E por este motivo, pedimos aos cidadãos que por um determi-
nado período acumulem em suas casas o lixo (incinerável) que 
não afete a higiene e a saúde de suas famílias.

Informamos que no período de Estado de Emergência será 
possível jogar no Lixo Incinerável os resíduos como: 
Lixo Orgânicos (restos de alimentos), Fraldas, Absorvente 
Higiênicos, Máscaras e Etc.

Período de Estado de Emergência : 
De 5 de Junho até 3 de Agosto de 2020.

Declaraço de Estado de Emergência
em Relação a Coleta de Lixo!!

毎日大型収集車に
積み替えています

2市のごみ集積所から出た燃えるごみの一部は、環境資源ギャラリーで
大型収集車に積み替え、静岡市の焼却場へ搬送されています。

問環境資源ギャラリー(☎23ｰ2273) ／環境政策課(☎21ｰ1145)

す
。
今
回
は
機
能
回
復
工
事
と
故

障
の
２
つ
の
事
象
が
重
な
っ
た
と

は
い
え
、
他
市
の
ご
み
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
静
岡
市
に
対
し
、
最

大
限
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
努
力

を
も
っ
て
応
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
宣
言
後
の
６
月
８
日
〜
12
日
の

燃
え
る
ご
み
の
量
は
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
前
年
の
同
時

期
か
ら
約
15
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
衛
生
上
問
題
の
な
い
も

の
、
臭
い
の
出
な
い
も
の
は
、
自

宅
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
か
、
ひ

と
手
間
か
け
て
資
源
化
す
る
な
ど
、

燃
え
る
ご
み
を
減
ら
す
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
宣
言
終
了
後
は
保
管
し

て
い
た
ご
み
を
集
積
所
へ
出
し
た

り
、
直
接
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
持
ち
込

ん
だ
り
す
る
量
を
少
し
ず
つ
に
す

る
な
ど
、
急
激
な
ご
み
の
増
加
の

抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
減
量
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
。
残
り
１
か
月
、
み
な

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

非常事態宣言後の市内の可燃ごみ搬入量

第1週

第2週

 期間 可燃ゴミ 前年比（％）
R1.6. 10 ～ 14
R2.6. 8 ～ 12

440,970kg
374,540kg

↓15.1％

R1.6. 17 ～21
R2.6. 15 ～19

448,980kg
379,300kg

↓15.5％

（
６
月
19
日
現
在
）
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期間のアンケートにも関わら
ず、親と情報を共有し、家族
の意見も反映させた想定以

上の回答が集まりました。その中か
ら、プロジェクトの実現に向けたプ
ランを練っています。
　目指すはダントツのごみ減量日本
一。このような取り組みを中学生が
行うことは異例だと思いますが、中
学生でもできることを全国に発信で
きたらと思います。

み
箱
ダ
イ
エ
ッ
ト
実
施
中
」
な
ど

３
点
を
選
出
。
今
後
の
目
標
に
設

定
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
６
月
11
日
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
活
用
し

た
授
業
で
は
、
同
会
役

員
が
全
校
放
送
で
ご
み

削
減
を
呼
び
か
け
た
ほ

か
、
各
教
室
で
ク
イ
ズ

を
出
題
。
「
６
月
５
日

に
掛
川
市
で
出
さ
れ
た

宣
言
は
何
。
①
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
、
②
ダ
イ
エ
ッ

ト
宣
言
、
③
ご
み
処
理

非
常
事
態
宣
言
」
、

「
掛
川
市
は
あ
と
１
人
何
グ
ラ
ム

減
ら
せ
ば
、
ご
み
減
量
ラ
ン
キ
ン

グ
全
国
１
位
に
な
れ
る
か
。
12
㌘

の
チ
ョ
コ
①
20
個
分
、
②
２
０
０
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。
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ク
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後
も
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で
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の
排
出
量

が
少
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を
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が
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・
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。
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な
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の
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理
容
器
の
活
用
を
お
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す
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は

ホ
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ン
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ー
で
購
入
可
能
。
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の
作
り
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は
、
市
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理
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態
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後
と
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る
６
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８
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、
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会
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ピ

ン
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を
ご
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の
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活
動
で
救
う

「
掛
川
市
ご
み
削
減

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

企
画
し
ま
し
た
。

　
▽
学
校
で
で
き
る

こ
と
、
▽
家
庭
で
で

き
る
こ
と
、
▽
ポ
ス

タ
ー
用
の
標
語

を
全
校
生
徒
に
緊
急

ア
ン
ケ
ー
ト
。
そ
の

結
果
、
学
校
で
は

「
給
食
の
残
食
０
」

「
洗
え
る
布
マ
ス
ク
の
使
用
推

進
」
な
ど
７
点
を
、
家
庭
で
は

「
生
ご
み
を
減
ら
す
・
乾
燥
さ
せ

る
」
「
プ
ラ
ご
み
を
資
源
化
す

る
」
な
ど
４
点
、
標
語
に
は
「
ごごみ削減を目指す生徒会メンバー

▲刈り草や剪定枝は宣
言終了まで家庭で保管
するか、木材再生資源
化業者(有料)などをご
利用ください。古布も保
管をお願いします。
▶雑がみはティッシュの
空き箱や封筒に入れ、そ
のままリサイクルに出す
と便利です。

「私たちがごみ減量全国１位の奪還をリードします」 生徒会
Interv iew

型コロナに、焼却炉故障が
続き、地域の方たちの不安
を何とか払拭できないか、

私たちに何ができるのかを考え、
生徒会で実行に移しました。
　今回、学校から家庭にごみ削減
の輪が広がりました。これからは
ポスター掲示による啓発など、家
庭から地域、地域から市内へ広げ、
宣言終了後も地域にごみ削減を広
めていきたいです。私たちが地域
を引っ張っていけたらと思います。

生
徒
会
会
長

　
下
嶋
り
り
あ
さ
ん

生
徒
会
副
会
長

　
吉
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陽
菜
さ
ん

生
徒
会
副
会
長

　
岡
田
昊
樹
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ん

新意を感じるアンケートが
たくさんありました。その
中でも、家庭で行える「プ

ラごみを資源化する」は、普段捨て
てしまいがちなプラスチック製容
器包装類を資源化するものです。中
学生が家庭でプラごみを洗う手伝
いを少しするだけで、親も家事が楽
になり、資源化することもできます。
　目指すは、ごみ減量全国1位の奪
還。そこにみんなで向かっていき
たいです。
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②②

こ
う

き

5 4
KOHO  KAKEGAWA 2020.7
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。
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イ
ズ

を
出
題
。
「
６
月
５
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③
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平成27年

発生件数（件）
死者・行方不明者（人）

水難者（人）
死者・行方不明者うち子ども（人）

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

673
735

647
595 594577

614

511 502 461

267
304

248 242 239

29 19 14 14 14

　
夏
は
海
や
川
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
機
会
が
増
え
る
季

節
。
自
然
と
触
れ
あ
う
楽
し
み
が
あ
る

半
面
、
自
然
な
ら
で
は
の
危
険
も
あ
り

ま
す
。
昨
年
は
全
国
で
５
９
４
人
が
水

の
事
故
に
遭
い
、
２
３
９
人
も
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
て
、
過
去
５
年
間
の

件
数
を
見
て
も
、
毎
年
多
く
の
水
の
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す(

左
表)

。

　
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
自
然

を
甘
く
見
ず
、
危
険
を
き
ち
ん
と
認
識

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
水
の
危
険
を

知
っ
て
、
安
全
に
楽
し
く
水
遊
び
を
し

ま
し
ょ
う
。

掛
川
市
の
海
岸
は
離
岸
流
が
多
く
、

全
面
遊
泳
禁
止
で
す
。

□
健
康
状
態
が
悪
い
と
き
や
お
酒
を

飲
ん
だ
と
き
は
泳
が
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飲
酒
後
や

飲
酒
し
な
が
ら
の
釣
り
な
ど
は
海

へ
の
転
落
事
故
に
つ
な
が
る
の
で

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

□
悪
天
候
の
と
き
や
海
が
荒
れ
て
い

る
と
き
の
海
岸
に
は
絶
対
に
近
寄

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

□
海
辺
で
の
遊
び
に
限
ら
ず
釣
り
な

ど
で
も
、
急
な
高
波
や
転
落
に
備

え
て
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
海
の
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
子
ど
も

だ
け
で
海
辺
で
の
遊
び
を
し
な
い
こ

と
、
大
人
が
子
ど
も
の
行
動
か
ら
目

を
離
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
を

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
浅
い
と
こ
ろ
で
も
、
溺
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
沖
へ
向
か
う
潮
の

流
れ
は
「
離
岸
流
」
と
呼
ば
れ
、

流
れ
が
と
て
も
強
く
、
大
人
で
も

簡
単
に
沖
ま
で
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
所
は
遊
泳

禁
止
の
看
板
が
あ
る
の
で
、
絶
対

に
泳
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
魚
捕
り
や
ボ
ー
ト
遊
び
な
ど
、
楽
し
み

が
多
く
あ
る
川
で
の
レ
ジ
ャ
ー
に
も
危
険

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
海
同
様
、
子
ど

も
だ
け
で
川
遊
び
を
し
な
い
こ
と
や
、
子

ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
こ
と
を
心
が
け
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
を
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
無
理
を

せ
ず
、
中
止
ま
た
は
延
期
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
上
流
に
ダ
ム
が
あ
る
場
合

は
、
ダ
ム
の
放
水
で
急
激
に
水
か
さ
が

増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
危
険
を
示
す
掲
示
板
の
あ
る
と
こ
ろ
や
、

水
流
が
速
く
深
み
が
あ
る
と
こ
ろ
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

□
河
原
で
草
が
生
え
て
い
な
い
場
所
は
増

水
時
に
水
が
流
れ
る
こ
と
の｢

証｣

で
す
。

□
中
州
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
増
水
に

気
づ
か
ず
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
大
変
危
険
で
す
。

□
天
気
や
川
の
変
化
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
次
の
前
兆
が
あ
ら
わ
れ
た
と
き
は

川
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

　
・
上
流
の
空
に
黒
い
雲
が
見
え
る

　
・
雷
の
音
が
聞
こ
え
る

　
・
雨
が
降
り
は
じ
め
る

　
・
水
か
さ
が
増
え
、
濁
り
が
で
て
き
た

□
川
周
辺
で
の
レ
ジ
ャ
ー
で
も
、
海
と
同

じ
く
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

レジャーシーズン直前！

水難事故を防いで
　　　　　楽しい夏に

問 中央消防署(☎21-0119)

海での注意

川での注意

水難事故を防いで楽しい夏に

全国の水難事故発生件数等の推移

データ：警察庁生活安全局生活安全企画課
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あごを上げて
鼻と口を水面
から出す

あごを上げて
鼻と口を水面
から出す

胸を大きく
膨らませる　
胸を大きく
膨らませる　

浮くものがあった
らつかまる
浮くものがあった
らつかまる

ばたばた
動かない
ばたばた
動かない

手足の
力を抜く
手足の
力を抜く

靴は
脱がない
靴は
脱がない

ペットボトルペットボトル

ボールなどボールなど

クーラーボックスクーラーボックス

い
ざ
と
い
う
と
き
は
、
い
つ
や
っ
て

く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
溺
れ

れ
て
い
る
人
を
発
見
す
る
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
溺
れ
た
と
き
と
、

溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
と
き
の
対

応
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

浮
い
て
動
か
ず
救
助
を
待
つ

も
し
溺
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
助
け
が

来
る
ま
で
体
力
を
残
す
た
め
に
次
の
行

動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は｢

空

を
見
て｣

、｢

お
腹
を
出
し
て
」
で
す
。

□
ば
た
ば
た
動
か
な
い
。
｜
動
く
と
体

力
を
失
い
、
沈
む
原
因
に
な
り
ま
す
。

□
あ
お
む
け
の
状
態
で
あ
ご
を
上
げ
、

鼻
と
口
を
水
面
か
ら
出
す
。

□
あ
お
む
け
で
手
足
の
力
を
抜
い
て
広

げ
る
。
｜
重
い
足
か
ら
沈
む
の
で
、

手
を
上
げ
る
こ
と
で
重
心
が
頭
へ
移

動
し
、
浮
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

□
胸
が
大
き
く
膨
ら
む
呼
吸
を
意
識
す

る
。
｜
そ
れ
だ
け
で
大
き
な
浮
力
に

な
り
ま
す
。

□
靴
は
脱
が
な
い
。
｜
浮
力
と
な
り
ま

す
。

浮
く
も
の
を
投
げ
て
助
け
を
呼
ぶ

泳
ぎ
に
自
信
が
あ
る
方
で
も
、
助
け

に
行
っ
た
際
、
溺
れ
て
い
る
人
に
つ
か

ま
れ
て
一
緒
に
溺
れ
て
し
ま
う
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
溺
れ
て
い
る
人
を
見

つ
け
た
ら
、
絶
対
に
無
理
を
せ
ず
、
次

の
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を
す
る
。

□
大
声
で
ま
わ
り
の
人
に
助
け
を
呼
ぶ

（
協
力
者
を
集
め
る
）
。

□
浮
く
も
の
を
投
げ
る
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
）
。

□
「
も
し
、
溺
れ
て
し
ま
っ
た
ら
」
の
行

動
を
伝
え
る
。

対
応
学
ん
で
楽
し
い
夏
に

家
庭
で
も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
川
や

海
の
注
意
点
や
、
対
応
方
法
を
学
ん
で
お

き
ま
し
ょ
う
。

自
然
と
の
触
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
事
故

の
な
い
夏
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

溺れている人には浮くものを もし溺れてしまったら

▲水難救助訓練を行う市消防本部

｢溺れている人を見つけたら‥？｣
どうしたらいいか、
確認しておきましょう
●原則、水の中に入って助けない
●すぐに119番通報をする（してもらう）
●大きな声で大人の人を呼ぶ

USPR掛川救難所
所長　土屋明宏さん

掛川中央消防署
救助隊長　杉山晋次

正しい知識と危険察知で自分を守って
最
近
で
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
も
あ

り
、
海
や
川
で
レ
ジ
ャ
ー
を
行
う
方
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
内
で
は
毎

年
、
悲
し
い
水
の
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
、
件
数
は
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

局
地
的
な
大
雨
で
川
が
一
気
に
増
水
し

た
り
、
流
れ
が
見
え
な
い
場
所
な
ど
で
は
、

泳
げ
る
方
で
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
溺
れ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し

て
自
然
を
甘
く
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自

然
の
中
で
は
み
ず
か
ら
の
力
を
過
信
せ
ず
、

常
に
「
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
、
自
分
を
守
る
こ
と
を
考

え
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
自
然
と
触
れ

あ
い
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
近
年
で
は
大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
で
局
地
的
な
大
雨
が
発
生
し
、

市
街
地
で
も
水
の
事
故
に
遭
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
情
報
に
十
分
注
意
し
て
、
早
め

の
避
難
や
命
を
守
る
行
動
を
と
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

「一発大波」や装備の経年劣化に注意
いっ  ぱつ　おお　なみ

Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
掛
川
救
難
所
は
、
日
本
水
難

救
済
会
加
盟
の
県
西
部
３
か
所
目
の
救
難

所
で
す
。
御
前
崎
海
上
保
安
署
や
各
消
防

署
か
ら
要
請
を
受
け
、
水
上
バ
イ
ク
を
用

い
て
海
上
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
ま
す
。

常
に
変
化
す
る
自
然
と
一
体
に
な
る
体

験
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
も
の
で
す

が
、
同
時
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
波
は
自

然
の
周
期
で
1
0
0
0
回
に
1
回
は
通
常

の
2
倍
の
高
さ
に
な
る
「
一
発
大
波
」
と

い
う
現
象
が
あ
り
、
こ
れ
は
海
辺
に
半
日

い
れ
ば
1
回
は
遭
遇
す
る
計
算
で
す
。
波

が
高
く
な
い
日
の
貝
捕
り
や
水
遊
び
で
も
、

海
辺
で
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
装
着
が

必
要
で
す
し
、
子
連
れ
の
場
合
は
子
ど
も

か
ら
目
を
離
さ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
た
、
水
に
慣
れ
た
方
で
も
、
命
を
預

け
る
装
備
の
点
検
を
怠
ら
な
い
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
気
付
か
な
い
経
年
劣
化
で
、

重
大
事
故
に
つ
な
が
り
そ
う
に
な
っ
た
事

例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

絶
対
に
無
理
は
せ
ず
、
思
い
出
に
残
る

水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

水難事故を防いで楽しい夏に
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。

□
あ
お
む
け
で
手
足
の
力
を
抜
い
て
広

げ
る
。
｜
重
い
足
か
ら
沈
む
の
で
、

手
を
上
げ
る
こ
と
で
重
心
が
頭
へ
移

動
し
、
浮
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

□
胸
が
大
き
く
膨
ら
む
呼
吸
を
意
識
す

る
。
｜
そ
れ
だ
け
で
大
き
な
浮
力
に

な
り
ま
す
。

□
靴
は
脱
が
な
い
。
｜
浮
力
と
な
り
ま

す
。

浮
く
も
の
を
投
げ
て
助
け
を
呼
ぶ

泳
ぎ
に
自
信
が
あ
る
方
で
も
、
助
け

に
行
っ
た
際
、
溺
れ
て
い
る
人
に
つ
か

ま
れ
て
一
緒
に
溺
れ
て
し
ま
う
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
溺
れ
て
い
る
人
を
見

つ
け
た
ら
、
絶
対
に
無
理
を
せ
ず
、
次

の
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を
す
る
。

□
大
声
で
ま
わ
り
の
人
に
助
け
を
呼
ぶ

（
協
力
者
を
集
め
る
）
。

□
浮
く
も
の
を
投
げ
る
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
）
。

□
「
も
し
、
溺
れ
て
し
ま
っ
た
ら
」
の
行

動
を
伝
え
る
。

対
応
学
ん
で
楽
し
い
夏
に

家
庭
で
も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
川
や

海
の
注
意
点
や
、
対
応
方
法
を
学
ん
で
お

き
ま
し
ょ
う
。

自
然
と
の
触
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
事
故

の
な
い
夏
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

溺れている人には浮くものを もし溺れてしまったら

▲水難救助訓練を行う市消防本部

｢溺れている人を見つけたら‥？｣
どうしたらいいか、
確認しておきましょう
●原則、水の中に入って助けない
●すぐに119番通報をする（してもらう）
●大きな声で大人の人を呼ぶ

USPR掛川救難所
所長　土屋明宏さん

掛川中央消防署
救助隊長　杉山晋次

正しい知識と危険察知で自分を守って
最
近
で
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
も
あ

り
、
海
や
川
で
レ
ジ
ャ
ー
を
行
う
方
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
内
で
は
毎

年
、
悲
し
い
水
の
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
、
件
数
は
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

局
地
的
な
大
雨
で
川
が
一
気
に
増
水
し

た
り
、
流
れ
が
見
え
な
い
場
所
な
ど
で
は
、

泳
げ
る
方
で
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
溺
れ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し

て
自
然
を
甘
く
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自

然
の
中
で
は
み
ず
か
ら
の
力
を
過
信
せ
ず
、

常
に
「
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
、
自
分
を
守
る
こ
と
を
考

え
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
自
然
と
触
れ

あ
い
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
近
年
で
は
大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
で
局
地
的
な
大
雨
が
発
生
し
、

市
街
地
で
も
水
の
事
故
に
遭
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
情
報
に
十
分
注
意
し
て
、
早
め

の
避
難
や
命
を
守
る
行
動
を
と
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

「一発大波」や装備の経年劣化に注意
いっ  ぱつ　おお　なみ

Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
掛
川
救
難
所
は
、
日
本
水
難

救
済
会
加
盟
の
県
西
部
３
か
所
目
の
救
難

所
で
す
。
御
前
崎
海
上
保
安
署
や
各
消
防

署
か
ら
要
請
を
受
け
、
水
上
バ
イ
ク
を
用

い
て
海
上
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
ま
す
。

常
に
変
化
す
る
自
然
と
一
体
に
な
る
体

験
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
も
の
で
す

が
、
同
時
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
波
は
自

然
の
周
期
で
1
0
0
0
回
に
1
回
は
通
常

の
2
倍
の
高
さ
に
な
る
「
一
発
大
波
」
と

い
う
現
象
が
あ
り
、
こ
れ
は
海
辺
に
半
日

い
れ
ば
1
回
は
遭
遇
す
る
計
算
で
す
。
波

が
高
く
な
い
日
の
貝
捕
り
や
水
遊
び
で
も
、

海
辺
で
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
装
着
が

必
要
で
す
し
、
子
連
れ
の
場
合
は
子
ど
も

か
ら
目
を
離
さ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
た
、
水
に
慣
れ
た
方
で
も
、
命
を
預

け
る
装
備
の
点
検
を
怠
ら
な
い
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
気
付
か
な
い
経
年
劣
化
で
、

重
大
事
故
に
つ
な
が
り
そ
う
に
な
っ
た
事

例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

絶
対
に
無
理
は
せ
ず
、
思
い
出
に
残
る

水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

水難事故を防いで楽しい夏に
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市特定健診と後期高齢者健診の違い

毎年の受診習慣で
人生100年時代を元気に楽しもう

みなさんは特定健
診（メタボ健診）を受
診していますか。こ
の健診では、自覚症
状のないときに自分
の体の状態を知り、
生活習慣病の予防に
つなげることができ
ます。 
市内の国保特定健

診対象者は2万人弱で、その6割近くの方は未
受診なのが現状です。今年度、地域のみなさ
んの健康づくりをお手伝いする保健委員は市
内に213人います。お近くの保健委員と一緒
に、今年こそは健診を受診してみませんか。
誰もが寝たきりや認知症にはなりたくない

と思います。人生100年時代を元気に楽しむ
ために、毎年の特定健診を習慣づけていきま
しょう。

市保健活動推進委員会
会長　金田ゆり江さん

今
年
も
健
診
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、
「
今
は
元
気
だ
し
、
大
丈
夫
」
「
私

に
限
っ
て
ま
さ
か
」
「
も
し
も
結
果
が
悪

か
っ
た
ら
、
ど
う
し
よ
う
」
「
コ
ロ
ナ
で
運

動
不
足
だ
よ
〜
。
ち
ょ
っ
と
太
っ
ち
ゃ
っ
た

か
も
」
「
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
〜
」

な
ん
て
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
外
出
を
控
え
、
い
つ
も
と
違
う
日
常
の
中

で
、
生
活
リ
ズ
ム
や
生
活
習
慣
を
整
え
る
の

は
と
て
も
大
変
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
体
の
声
を

聞
き
、
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
血
圧
、
糖

尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
の
基
礎
疾
患
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

40
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
「
特
定
健
診
」
は

「
メ
タ
ボ
健
診
」
と
も
呼
ば
れ
、
生
活
習
慣

病
予
備
軍
を
早
期
に
発
見
し
、
予
防
に
つ
な

げ
ま
す
。
ま
た
、
病
気
の
予
兆
を
早
い
段
階

で
見
つ
け
る
こ
と
で
、
早
期
治
療
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

仕
事
、
子
育
て
、
家
事
に
趣
味
。
日
常
生

活
で
や
る
こ
と
が
多
く
忙
し
い
40
代
。
つ
い

つ
い
自
身
の
健
康
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
体
に
少
し

ず
つ
、
目
に
見
え
な
い
変
化
が
現
れ
始
め
る

の
も
40
代
で
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
重

症
化
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
健
診
」
と
聞
く
と
、
つ
い
「
め
ん
ど
く

さ
い
」
「
時
間
が
無
い
」
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
実
は
料
金
が
安
く
、
時
間
も
か
か
ら
ず

手
軽
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
費
で
受
診
す
る
と
約
1
万
円
相
当
の
検

査
と
な
り
ま
す
が
、
掛
川
市
の
特
定
健
診
は

自
己
負
担
が
1
2
0
0
円
で
す
（
自
己
負
担

額
は
各
健
康
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
）
。

特
定
健
診
は
、
健
康
医
療
保
険
の
保
険
者

が
40
歳
以
上
の
加
入
者
に
行
う
健
診
で
す
。

社
会
保
険
の
加
入
者
本
人
や
被
扶
養
者
は
、

職
場
や
各
健
康
医
療
保
険
で
健
康
診
断
・
特

定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
に
は
、
6
月
1
日
か
ら
年
齢
順
に
特

定
健
診
の
受
診
券
を
同
封
し
た
青
い
封
筒
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。
封
筒
が
届
い
た
ら
迷
わ

ず
、
健
診
を
受
け
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
、
本
人
、
家
族
に
発
熱
・
せ
き
・
鼻
水
・

け
ん
怠
感
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
と
き
に

は
健
診
を
控
え
、
体
調
の
良
い
と
き
に
受
診

日
を
変
更
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
健
診
当
日

は
、
自
宅
で
体
温
を
測
り
、
体
調
の
確
認
を

行
っ
て
か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
再
び
感
染
症
が
拡
大
し
、
緊
急
事

態
宣
言
が
出
た
場
合
は
、
そ
の
地
域
・
期
間

の
健
診
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
定
健
診
の
対
象
の
方
で
、
勤
務
先
で
健

康
診
断
を
受
診
す
る
方
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
場
合
は
、
健
診
結
果
の
コ
ピ
ー
の
提

供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

健
診
を
毎
年
受
診
し
て
い
る
方
は
受
診
し

て
い
な
い
方
よ
り
も
、
生
活
習
慣
病
が
重
症

化
し
た
疾
患
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
・
心
筋
梗

塞
な
ど
）
に
か
か
り
に
く
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
健
診
結
果
を
日
常
生
活

の
中
に
生
か
し
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い

る
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

健
康
医
療
課
特
定
健
診
係
で
は
、
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
が
、
生
活
・
食
事
・
運
動

の
面
か
ら
健
診
結
果
改
善
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

積
極
的
に
参
加
し
、
一
緒
に
生
涯
お
達
者
市

民
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

保
健
指
導
を
活
用
し
て
生
涯
お
達
者

健
診
結
果
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

国民健康保険加入の40～74歳の方 後期高齢者医療保険加入の75歳以上の方
（65～74歳で障がい認定されている方も含む）

特定健診特定健診 後期高齢者健診後期高齢者健診

対象

項目

自己負担金

受診場所

受診推奨期間

特定保健指導

①身長・体重・腹囲・血圧測定（※腹囲は特定健診のみ）
②尿検査・血液検査【脂質・血糖・貧血・肝機能・腎機能】
③医師による診察

1,200円
40、50、60、70歳の方は無料
（※令和3年3月31日時点の年齢）

500円

健診受診当日に国保に加入していない場合は、全額自己負担（約1万円相当）

小笠医師会指定医療機関または掛川医療センター、笠南医療センター
※ 指定医療機関一覧は、届いた青い封筒の別紙一覧をご確認ください。

令和2年10月末まで。
11・12月も一部医療機関で実施しますが、混み合いますので早めの受診をお勧めします。

健診結果で生活習慣病のリスクが高いと
判定された方には、結果説明会（無料）
の案内が届きます。

お近くの「ふくしあ」で健診結果の健康相
談が受けられます。

生活習慣病予防を始めよう♪

特定健診のすすめ
～あなたの大切な人のために、あなた自身のために～

問 健康医療課（☎62-6151）問 健康医療課（☎62-6151）

特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見

健
診
は
実
は
早
く
て
お
得
！

国
保
加
入
者
に
青
い
封
筒

受
診
は
体
調
の
良
い
と
き
に
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市特定健診と後期高齢者健診の違い

毎年の受診習慣で
人生100年時代を元気に楽しもう

みなさんは特定健
診（メタボ健診）を受
診していますか。こ
の健診では、自覚症
状のないときに自分
の体の状態を知り、
生活習慣病の予防に
つなげることができ
ます。 
市内の国保特定健

診対象者は2万人弱で、その6割近くの方は未
受診なのが現状です。今年度、地域のみなさ
んの健康づくりをお手伝いする保健委員は市
内に213人います。お近くの保健委員と一緒
に、今年こそは健診を受診してみませんか。
誰もが寝たきりや認知症にはなりたくない

と思います。人生100年時代を元気に楽しむ
ために、毎年の特定健診を習慣づけていきま
しょう。

市保健活動推進委員会
会長　金田ゆり江さん

今
年
も
健
診
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、
「
今
は
元
気
だ
し
、
大
丈
夫
」
「
私

に
限
っ
て
ま
さ
か
」
「
も
し
も
結
果
が
悪

か
っ
た
ら
、
ど
う
し
よ
う
」
「
コ
ロ
ナ
で
運

動
不
足
だ
よ
〜
。
ち
ょ
っ
と
太
っ
ち
ゃ
っ
た

か
も
」
「
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
〜
」

な
ん
て
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
外
出
を
控
え
、
い
つ
も
と
違
う
日
常
の
中

で
、
生
活
リ
ズ
ム
や
生
活
習
慣
を
整
え
る
の

は
と
て
も
大
変
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
体
の
声
を

聞
き
、
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
血
圧
、
糖

尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
の
基
礎
疾
患
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

40
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
「
特
定
健
診
」
は

「
メ
タ
ボ
健
診
」
と
も
呼
ば
れ
、
生
活
習
慣

病
予
備
軍
を
早
期
に
発
見
し
、
予
防
に
つ
な

げ
ま
す
。
ま
た
、
病
気
の
予
兆
を
早
い
段
階

で
見
つ
け
る
こ
と
で
、
早
期
治
療
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

仕
事
、
子
育
て
、
家
事
に
趣
味
。
日
常
生

活
で
や
る
こ
と
が
多
く
忙
し
い
40
代
。
つ
い

つ
い
自
身
の
健
康
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
体
に
少
し

ず
つ
、
目
に
見
え
な
い
変
化
が
現
れ
始
め
る

の
も
40
代
で
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
重

症
化
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
健
診
」
と
聞
く
と
、
つ
い
「
め
ん
ど
く

さ
い
」
「
時
間
が
無
い
」
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
実
は
料
金
が
安
く
、
時
間
も
か
か
ら
ず

手
軽
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
費
で
受
診
す
る
と
約
1
万
円
相
当
の
検

査
と
な
り
ま
す
が
、
掛
川
市
の
特
定
健
診
は

自
己
負
担
が
1
2
0
0
円
で
す
（
自
己
負
担

額
は
各
健
康
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
）
。

特
定
健
診
は
、
健
康
医
療
保
険
の
保
険
者

が
40
歳
以
上
の
加
入
者
に
行
う
健
診
で
す
。

社
会
保
険
の
加
入
者
本
人
や
被
扶
養
者
は
、

職
場
や
各
健
康
医
療
保
険
で
健
康
診
断
・
特

定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
に
は
、
6
月
1
日
か
ら
年
齢
順
に
特

定
健
診
の
受
診
券
を
同
封
し
た
青
い
封
筒
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。
封
筒
が
届
い
た
ら
迷
わ

ず
、
健
診
を
受
け
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
、
本
人
、
家
族
に
発
熱
・
せ
き
・
鼻
水
・

け
ん
怠
感
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
と
き
に

は
健
診
を
控
え
、
体
調
の
良
い
と
き
に
受
診

日
を
変
更
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
健
診
当
日

は
、
自
宅
で
体
温
を
測
り
、
体
調
の
確
認
を

行
っ
て
か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
再
び
感
染
症
が
拡
大
し
、
緊
急
事

態
宣
言
が
出
た
場
合
は
、
そ
の
地
域
・
期
間

の
健
診
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
定
健
診
の
対
象
の
方
で
、
勤
務
先
で
健

康
診
断
を
受
診
す
る
方
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
場
合
は
、
健
診
結
果
の
コ
ピ
ー
の
提

供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

健
診
を
毎
年
受
診
し
て
い
る
方
は
受
診
し

て
い
な
い
方
よ
り
も
、
生
活
習
慣
病
が
重
症

化
し
た
疾
患
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
・
心
筋
梗

塞
な
ど
）
に
か
か
り
に
く
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
健
診
結
果
を
日
常
生
活

の
中
に
生
か
し
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い

る
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

健
康
医
療
課
特
定
健
診
係
で
は
、
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
が
、
生
活
・
食
事
・
運
動

の
面
か
ら
健
診
結
果
改
善
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

積
極
的
に
参
加
し
、
一
緒
に
生
涯
お
達
者
市

民
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

保
健
指
導
を
活
用
し
て
生
涯
お
達
者

健
診
結
果
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

国民健康保険加入の40～74歳の方 後期高齢者医療保険加入の75歳以上の方
（65～74歳で障がい認定されている方も含む）

特定健診特定健診 後期高齢者健診後期高齢者健診

対象

項目

自己負担金

受診場所

受診推奨期間

特定保健指導

①身長・体重・腹囲・血圧測定（※腹囲は特定健診のみ）
②尿検査・血液検査【脂質・血糖・貧血・肝機能・腎機能】
③医師による診察

1,200円
40、50、60、70歳の方は無料
（※令和3年3月31日時点の年齢）

500円

健診受診当日に国保に加入していない場合は、全額自己負担（約1万円相当）

小笠医師会指定医療機関または掛川医療センター、笠南医療センター
※ 指定医療機関一覧は、届いた青い封筒の別紙一覧をご確認ください。

令和2年10月末まで。
11・12月も一部医療機関で実施しますが、混み合いますので早めの受診をお勧めします。

健診結果で生活習慣病のリスクが高いと
判定された方には、結果説明会（無料）
の案内が届きます。

お近くの「ふくしあ」で健診結果の健康相
談が受けられます。

生活習慣病予防を始めよう♪

特定健診のすすめ
～あなたの大切な人のために、あなた自身のために～

問 健康医療課（☎62-6151）問 健康医療課（☎62-6151）

特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見

健
診
は
実
は
早
く
て
お
得
！

国
保
加
入
者
に
青
い
封
筒

受
診
は
体
調
の
良
い
と
き
に
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掛川警察署管内の人身事故発生状況
（6月18日現在）

負傷者数
（人）

死亡者数
（人）

件数
（件）

令和2年

令和元年

前年比

 263 337 2

 305 434 1

 ▲42 ▲97 1

問危機管理課
　（☎21-1131）

「
第
5
回
は
ば
た
け
未
来
の
吉

岡
彌
生
賞
」
の
各
種
研
究
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
日
本
の
女
性
医
師

育
成
に
尽
力
し
た
郷
土
の
偉
人
、

吉
岡
彌
生
先
生
の
業
績
を
後
世
に

伝
え
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
の
優
れ
た
研
究
を
表
彰
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希

望
、
志
を
育
み
ま
す
。

主
催掛

川
市
、
市
教
育
委
員
会
、
東

京
女
子
医
科
大
学

募
集
作
品

医
療
・
看
護
、
健
康
・
福
祉
、

理
科
、
環
境
な
ど
の
研
究
、
論
文
、

製
作
物
品
、
実
績
レ
ポ
ー
ト
、
意

見
主
張
な
ど

募
集
期
間

10
月
18
日
㈰
ま
で
（
必
着
）

対
象全

国
の
小
中
学
生
と
高
校
生

（
グ
ル
ー
プ
研
究
も
可
）

表
彰・副
賞

2
月
に
表
彰
予
定

【
最
優
秀
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
1
作
品
以
内

【
優
秀
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
2
作
品
以
内

【
奨
励
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
4
作
品
以
内

※
入
賞
者
副
賞
は
図
書
カ
ー
ド
な

ど
応
募
方
法

応
募
票
を
教
育
政
策
課
、
吉
岡

彌
生
記
念
館
も
し
く
は
同
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

入
手
。
作
品
に
添
付
し
て
吉
岡
彌

生
記
念
館
へ
郵
送
（
〒
4
3
7
-1

4
3
4 

下
土
方
4
7
4
）
ま
た

は
直
接
提
出
で
応
募

昨
年
の
応
募
状
況

昨
年
度
行
わ
れ
た
「
は
ば
た
け

未
来
の
吉
岡
彌
生
賞
」
で
は
、
63

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
内
訳

は
、
小
学
生
が
一
番
多
く
33
点
、

次
い
で
高
校
生
が
20
点
、
中
学
生

が
10
点
で
し
た
。
県
外
か
ら
の
応

募
も
4
点
あ
り
ま
し
た
。

分
野
別
で
は
、
理
科
が
一
番
多

く
37
点
、
次
い
で
医
療
・
看
護
が

13
点
、
健
康
・
福
祉
が
7
点
、
環

境
が
5
点
、
そ
の
ほ
か
が
1
点
と

な
り
ま
し
た
。

受
賞
作
品

【
最
優
秀
賞
】

■
小
学
生
の
部

「
み
ゃ
く
は
く
を
く
わ
し
く
し
ら

べ
る
」
（
健
康
・
福
祉
）

写真 市吉岡彌生記念館所蔵

写真 東京女子医科大学所蔵

吉岡彌生記念館
ホームページ

■
中
学
生
の
部

「
生
活
環
境
と
体
調
変
化
に
つ
い

て
」
（
医
療
・
看
護
）

■
高
校
生
の
部

「
ク
モ
は
目
的
に
応
じ
て
発
す
る

糸
の
構
造
を
変
え
る
」
（
理
科
）

【
優
秀
賞
】

■
小
学
生
の
部

「
バ
ス
ボ
ム
の
泡
と
健
こ
う
効
果

調
べ
」
（
理
科
）

「
い
ろ
い
ろ
な
物
を
ま
ぜ
て
大
き

な
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
つ
く
る
」
（
理

科
）

■
中
学
生
の
部

「
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
」
（
健

康
・
福
祉
）

「
ス
ト
ロ
ー
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
を
考
え
る
」
（
環
境
）

■
高
校
生
の
部

「
ス
ト
ー
ム
グ
ラ
ス
で
天
気
を
予

測
し
よ
う
」
（
理
科
）

「
物
体
に
よ
る
摩
擦
力
の
違
い
」

（
理
科
） 

 

そ
の
ほ
か
、
奨
励
賞
が
各
部
4

作
品
ず
つ
選
ば
れ
ま
し
た
。

彌
生
先
生
は
明
治
4
年
、

旧
土
方
村
の
高
天
神
城
跡
東

に
あ
る
鷲
山
養
齋
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
29
歳
の
若
さ
で
、

現
在
の
東
京
女
子
医
科
大
学

の
前
身
と
な
る
「
東
京
女
医

学
校
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
女
性
が
男
性
と

一
緒
に
働
く
こ
と
が
難
し
い

時
代
で
し
た
。
し
か
し
、
家

庭
に
入
り
、
家
事
や
育
児
だ

け
の
人
生
を
送
る
の
で
は
な

く
、
仕
事
を
も
ち
、
経
済
的

に
自
立
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
、
彼
女
は
女
性
の
自

立
を
み
ず
か
ら
の
生
き
方
で

示
し
ま
し
た
。

市
内
の
人
身
事
故
件
数
お
よ
び

負
傷
者
数
は
、
昨
年
と
比
べ
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
死
亡
事
故
は
1

件
増
加
し
て
い
ま
す
。

事
故
の
約
7
割
が
追
突
と
出
会

い
頭
で
す
。
事
故
防
止
の
た
め
に

は
「
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
」
が

基
本
。
特
に
交
差
点
で
は
一
度
止

ま
っ
て
、
周
り
の
安
全
を
よ
く
確

か
め
ま
し
ょ
う
。
慣
れ
た
道
で
も

油
断
せ
ず
、
運
転
に
集
中
し
ま

し
ょ
う
。

運
動
の
重
点
目
標

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
自
転
車
と
二
輪
車
の
安
全
利
用 

の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
自
発
光
式
反
射
材
の
着
用
推
進 

に
よ
る
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の 

交
通
事
故
防
止

一
人
ひ
と
り
が
決
め
ら
れ
た
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

少
し
な
ら
お
酒
を
飲
ん
で
も
大

丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
本

人
に
酔
っ
て
い
る
自
覚
が
な
く
て

も
、
危
険
を
察
知
し
て
反
応
す
る

速
度
は
、
一
切
飲
ん
で
い
な
い
場

合
と
比
べ
て
遅
く
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
運
転
者
に
お
酒

を
提
供
す
る
、
飲
酒
し
て
い
る
と

知
り
な
が
ら
車
両
を
提
供
す
る
、

同
乗
す
る
行
為
も
重
大
な
犯
罪
で

す
。飲

酒
運
転
に
よ
る
交
通
死
亡
事

故
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
自
分
や

周
り
の
人
の
命
を
守
る
た
め
に

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
保
険
の
加
入
は
義
務

自
転
車
も
「
軽
車
両
」
で
す
。

自
転
車
に
乗
る
方
が
加
害
者
に
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
県
自
転
車
条

例
で
は
保
険
な
ど
へ
の
加
入
を
義

務
づ
け
て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
険
の
有
効
期
間
に
注
意

点
検
整
備
し
た
自
転
車
に
貼
ら

れ
る
T
S
マ
ー
ク
の
付
帯
保
険
は
、

有
効
期
間
が
1
年
間
で
す
。
改
め

て
加
入
す
る
場
合
は
、
自
転
車
安

全
整
備
士
の
い
る
店
な
ど
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

動
車
保
険
・
火
災
保
険
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
特
約
に
、

自
転
車
向
け
の
保
険
が
付
帯
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
各
損
害

保
険
の
取
扱
店
な
ど
に
加
入
状
況

を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

事前広報街頭キャンペーン
と　き：7月10日（金）午後5時20分～6時
ところ：JR掛川駅北口前広場 
内　容：街頭キャンペーンに、掛川スタディカルチャースクール
「カラサワダンスクルー」の子どもたちが参加します。キッズ
ダンス披露のほか、交通安全運動の開始を広報します。興味の
ある方はお気軽にお越しください。会場で自発光式反射材の販
売も行います。

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
と
は

自
転
車
事
故
に
よ
り
生
じ
た
他

人
の
生
命
ま
た
は
身
体
の
被
害
に

対
し
、
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
る

保
険
ま
た
は
共
済
の
こ
と
。

自
転
車
向
け
保
険
の
ほ
か
、
自

動
車
保
険
や
火
災
保
険
の
特
約
、

会
社
な
ど
の
団
体
保
険
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

7
月
11
日
㈯
〜
20
日
㈪

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　「
気
を
つ
け
よ
う 

知
ら
な
い
道
よ
り 

慣
れ
た
道
」

問教育政策課
　（☎21-1157）

夢
と
希
望
に
満
ち
た
研
究
作
品
募
集

　は
ば
た
け
未
来
の
吉
岡
彌
生
賞

自転車マナー向上キャンペーン自転車マナー向上キャンペーン
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掛川警察署管内の人身事故発生状況
（6月18日現在）

負傷者数
（人）

死亡者数
（人）

件数
（件）

令和2年

令和元年

前年比

 263 337 2

 305 434 1

 ▲42 ▲97 1

問危機管理課
　（☎21-1131）

「
第
5
回
は
ば
た
け
未
来
の
吉

岡
彌
生
賞
」
の
各
種
研
究
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
日
本
の
女
性
医
師

育
成
に
尽
力
し
た
郷
土
の
偉
人
、

吉
岡
彌
生
先
生
の
業
績
を
後
世
に

伝
え
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
の
優
れ
た
研
究
を
表
彰
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希

望
、
志
を
育
み
ま
す
。

主
催掛

川
市
、
市
教
育
委
員
会
、
東

京
女
子
医
科
大
学

募
集
作
品

医
療
・
看
護
、
健
康
・
福
祉
、

理
科
、
環
境
な
ど
の
研
究
、
論
文
、

製
作
物
品
、
実
績
レ
ポ
ー
ト
、
意

見
主
張
な
ど

募
集
期
間

10
月
18
日
㈰
ま
で
（
必
着
）

対
象全

国
の
小
中
学
生
と
高
校
生

（
グ
ル
ー
プ
研
究
も
可
）

表
彰・副
賞

2
月
に
表
彰
予
定

【
最
優
秀
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
1
作
品
以
内

【
優
秀
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
2
作
品
以
内

【
奨
励
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
4
作
品
以
内

※
入
賞
者
副
賞
は
図
書
カ
ー
ド
な

ど
応
募
方
法

応
募
票
を
教
育
政
策
課
、
吉
岡

彌
生
記
念
館
も
し
く
は
同
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

入
手
。
作
品
に
添
付
し
て
吉
岡
彌

生
記
念
館
へ
郵
送
（
〒
4
3
7
-1

4
3
4 

下
土
方
4
7
4
）
ま
た

は
直
接
提
出
で
応
募

昨
年
の
応
募
状
況

昨
年
度
行
わ
れ
た
「
は
ば
た
け

未
来
の
吉
岡
彌
生
賞
」
で
は
、
63

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
内
訳

は
、
小
学
生
が
一
番
多
く
33
点
、

次
い
で
高
校
生
が
20
点
、
中
学
生

が
10
点
で
し
た
。
県
外
か
ら
の
応

募
も
4
点
あ
り
ま
し
た
。

分
野
別
で
は
、
理
科
が
一
番
多

く
37
点
、
次
い
で
医
療
・
看
護
が

13
点
、
健
康
・
福
祉
が
7
点
、
環

境
が
5
点
、
そ
の
ほ
か
が
1
点
と

な
り
ま
し
た
。

受
賞
作
品

【
最
優
秀
賞
】

■
小
学
生
の
部

「
み
ゃ
く
は
く
を
く
わ
し
く
し
ら

べ
る
」
（
健
康
・
福
祉
）

写真 市吉岡彌生記念館所蔵

写真 東京女子医科大学所蔵

吉岡彌生記念館
ホームページ

■
中
学
生
の
部

「
生
活
環
境
と
体
調
変
化
に
つ
い

て
」
（
医
療
・
看
護
）

■
高
校
生
の
部

「
ク
モ
は
目
的
に
応
じ
て
発
す
る

糸
の
構
造
を
変
え
る
」
（
理
科
）

【
優
秀
賞
】

■
小
学
生
の
部

「
バ
ス
ボ
ム
の
泡
と
健
こ
う
効
果

調
べ
」
（
理
科
）

「
い
ろ
い
ろ
な
物
を
ま
ぜ
て
大
き

な
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
つ
く
る
」
（
理

科
）

■
中
学
生
の
部

「
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
」
（
健

康
・
福
祉
）

「
ス
ト
ロ
ー
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
を
考
え
る
」
（
環
境
）

■
高
校
生
の
部

「
ス
ト
ー
ム
グ
ラ
ス
で
天
気
を
予

測
し
よ
う
」
（
理
科
）

「
物
体
に
よ
る
摩
擦
力
の
違
い
」

（
理
科
） 

 
そ
の
ほ
か
、
奨
励
賞
が
各
部
4

作
品
ず
つ
選
ば
れ
ま
し
た
。

彌
生
先
生
は
明
治
4
年
、

旧
土
方
村
の
高
天
神
城
跡
東

に
あ
る
鷲
山
養
齋
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
29
歳
の
若
さ
で
、

現
在
の
東
京
女
子
医
科
大
学

の
前
身
と
な
る
「
東
京
女
医

学
校
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
女
性
が
男
性
と

一
緒
に
働
く
こ
と
が
難
し
い

時
代
で
し
た
。
し
か
し
、
家

庭
に
入
り
、
家
事
や
育
児
だ

け
の
人
生
を
送
る
の
で
は
な

く
、
仕
事
を
も
ち
、
経
済
的

に
自
立
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
、
彼
女
は
女
性
の
自

立
を
み
ず
か
ら
の
生
き
方
で

示
し
ま
し
た
。

市
内
の
人
身
事
故
件
数
お
よ
び

負
傷
者
数
は
、
昨
年
と
比
べ
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
死
亡
事
故
は
1

件
増
加
し
て
い
ま
す
。

事
故
の
約
7
割
が
追
突
と
出
会

い
頭
で
す
。
事
故
防
止
の
た
め
に

は
「
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
」
が

基
本
。
特
に
交
差
点
で
は
一
度
止

ま
っ
て
、
周
り
の
安
全
を
よ
く
確

か
め
ま
し
ょ
う
。
慣
れ
た
道
で
も

油
断
せ
ず
、
運
転
に
集
中
し
ま

し
ょ
う
。

運
動
の
重
点
目
標

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
自
転
車
と
二
輪
車
の
安
全
利
用 

の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
自
発
光
式
反
射
材
の
着
用
推
進 

に
よ
る
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の 

交
通
事
故
防
止

一
人
ひ
と
り
が
決
め
ら
れ
た
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

少
し
な
ら
お
酒
を
飲
ん
で
も
大

丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
本

人
に
酔
っ
て
い
る
自
覚
が
な
く
て

も
、
危
険
を
察
知
し
て
反
応
す
る

速
度
は
、
一
切
飲
ん
で
い
な
い
場

合
と
比
べ
て
遅
く
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
運
転
者
に
お
酒

を
提
供
す
る
、
飲
酒
し
て
い
る
と

知
り
な
が
ら
車
両
を
提
供
す
る
、

同
乗
す
る
行
為
も
重
大
な
犯
罪
で

す
。飲

酒
運
転
に
よ
る
交
通
死
亡
事

故
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
自
分
や

周
り
の
人
の
命
を
守
る
た
め
に

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
保
険
の
加
入
は
義
務

自
転
車
も
「
軽
車
両
」
で
す
。

自
転
車
に
乗
る
方
が
加
害
者
に
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
県
自
転
車
条

例
で
は
保
険
な
ど
へ
の
加
入
を
義

務
づ
け
て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
険
の
有
効
期
間
に
注
意

点
検
整
備
し
た
自
転
車
に
貼
ら

れ
る
T
S
マ
ー
ク
の
付
帯
保
険
は
、

有
効
期
間
が
1
年
間
で
す
。
改
め

て
加
入
す
る
場
合
は
、
自
転
車
安

全
整
備
士
の
い
る
店
な
ど
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

動
車
保
険
・
火
災
保
険
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
特
約
に
、

自
転
車
向
け
の
保
険
が
付
帯
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
各
損
害

保
険
の
取
扱
店
な
ど
に
加
入
状
況

を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

事前広報街頭キャンペーン
と　き：7月10日（金）午後5時20分～6時
ところ：JR掛川駅北口前広場 
内　容：街頭キャンペーンに、掛川スタディカルチャースクール
「カラサワダンスクルー」の子どもたちが参加します。キッズ
ダンス披露のほか、交通安全運動の開始を広報します。興味の
ある方はお気軽にお越しください。会場で自発光式反射材の販
売も行います。

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
と
は

自
転
車
事
故
に
よ
り
生
じ
た
他

人
の
生
命
ま
た
は
身
体
の
被
害
に

対
し
、
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
る

保
険
ま
た
は
共
済
の
こ
と
。

自
転
車
向
け
保
険
の
ほ
か
、
自

動
車
保
険
や
火
災
保
険
の
特
約
、

会
社
な
ど
の
団
体
保
険
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

7
月
11
日
㈯
〜
20
日
㈪

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　「
気
を
つ
け
よ
う 

知
ら
な
い
道
よ
り 

慣
れ
た
道
」

問教育政策課
　（☎21-1157）

夢
と
希
望
に
満
ち
た
研
究
作
品
募
集

　は
ば
た
け
未
来
の
吉
岡
彌
生
賞

自転車マナー向上キャンペーン自転車マナー向上キャンペーン
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選
手
選
考

練
習
会
や
、
2
回
の
選
考
会

（
8
月
22
日
㈯
、
9
月
19
日
㈯
予

定
）
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
9

月
下
旬
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。

〈
練
習
会
〉

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き毎

週
水
曜
日
午
後
7
時
〜

（
9
時
終
了
予
定
）

と
こ
ろ
　

7
月
＝
い
こ
い
の
広
場
多
目
的

広
場
（
細
谷
）

内
容ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、
ペ
ー

ス
走
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど

※
7
月
以
降
の
予
定
や
会
場
、
雨

天
の
場
合
は
、
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市　町対抗駅伝選手募集
掛川市代表として走りませんか　

迷ったらまずは119番
搬送するか否かは現場で判断

問中央消防署（☎21-0119）

問掛川市選手団事務局
　（掛川市体育協会内）
　（☎24-9781）
　※火曜定休日

12
月
5
日
㈯
に
静
岡
市
で
開
催

予
定
の
第
21
回
静
岡
県
市
町
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
す
る
市
代

表
選
手
を
募
集
し
ま
す
。
練
習
会

に
参
加
し
て
、
仲
間
と
一
緒
に
選

手
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

選
手
資
格

①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
令
和
2
年
9
月
1
日
現
在
、
市

内
に
在
住
・
勤
務
し
て
い
る
方

②
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
居
住

地
が
市
内
で
あ
る
こ
と

③
高
校
生
は
、
出
身
中
学
校
所
在

地
ま
た
は
保
護
者
の
居
住
地
が

市
内
で
あ
る
こ
と

④
市
外
、
県
外
に
住
む
一
般
（
大

学
生
含
む
）・
40
歳
以
上
の
方

は
、
出
身
中
学
校
所
在
地
が
市

内
で
あ
る
こ
と

12
区
間（
全
42・1
9
5
㌔
）

突
然
の
事
故
や
病
気
、
け
が
な

ど
に
遭
遇
し
た
と
き
、
1
1
9
番

通
報
す
る
か
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
緊
急
時
に
軽
症
か
重
症

か
を
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
で
す
。

迷
う
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず

1
1
9
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
隊
が
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ま
す
。

家
族
に
お
願
い
す
る
こ
と
も

救
急
隊
は
救
急
要
請
に
よ
り
出

動
し
、
傷
病
者
（
病
気
、
け
が
な

ど
を
し
て
い
る
方
）
を
病
院
へ
搬

送
し
ま
す
。
し
か
し
、
全
て
の
方

を
搬
送
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

現
場
で
は
、
資
器
材
を
使
い
な

が
ら
傷
病
者
を
観
察
し
、
搬
送
先

の
医
師
に
観
察
結
果
を
伝
え
て
、

搬
送
す
る
か
否
か
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

全
て
の
救
急
要
請
に
出
動
し
て

い
ま
す
が
、
医
師
と
相
談
す
る
な

か
で
、
開
業
医
へ
の
受
診
を
勧
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
明

ら
か
に
軽
症
と
判
断
し
た
場
合
、

家
族
の
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
病

院
へ
向
か
う
よ
う
お
願
い
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

救
急
隊
が
駆
け
つ
け
て
も
搬
送

し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
救
急
車

を
必
要
と
し
て
い
る
方
の
元
へ
い

ち
早
く
到
着
す
る
た
め
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
隊
員
の
感
染
防
止
対
策

救
急
隊
員
が
感
染
予
防
対
策

（
右
写
真
）
を
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 第1区 3.673㌔ 中学生・高校生（女）
 第2区 1.903㌔ 小学生（男）
 第3区 1.715㌔ 小学生（女）
 第4区 3.549㌔ 中学生・高校生（女）
 第5区 6.855㌔ 高校生（男）
 第6区 3.911㌔ 40歳以上（男女不問）
 第7区 3.564㌔ 中学生（男）
 第8区 3.020㌔ 中学生（女）
 第9区 1.619㌔ 小学生（男女不問）
第10区 3.051㌔ 一般（女）
第11区 4.310㌔ 中学生・高校生（男）
第12区 5.025㌔ 一般（男）

救急出動調べ

平成31年/
令和元年 平成30年

（件）

 4,145 4,207

 575 400

総件数

不搬送

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
検
温
お
よ
び
消
毒

の
実
施
、
練
習
中
以
外
の
マ
ス
ク

着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

発
行
で
き
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ

と
は
市
役
所
内
「
新
型
コ
ロ
ナ
緊

急
支
援
対
策
室
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
｣

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
　4
月
27
日
㈪
時
点
で
掛
川

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

給
付
額
　1
人
に
つ
き
10
万
円

申
請
者
　（受
給
者
） 

世
帯
主

申
請
方
法
　感
染
拡
大
防
止
の
た

め
次
の
い
ず
れ
か
で
申
請

 

郵
送
申
請
方
式  

※
推
奨

市
か
ら
受
給
権
者
宛
て
に
郵
送

し
た
申
請
書
（
写
真
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
振
り
込
み
先
の
確

認
書
類
と
本
人
確
認
書
類
の
写
し

（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な

ど
）
と
と
も
に
青
い
返
信
用
封
筒

で
郵
送

 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
方
式

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
振
り
込
み

口
座
を
入
力
し
、
振
り
込
み
口
座

の
確
認
書
類
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し

電
子
申
請

振
込
予
定 

受
け
付
け
か
ら
約
3

週
間

10万円 特別定額給付金申請手続きはお済みですか
　

募集、国勢調査の調査員
活動は8月下旬～10月中旬ころ

問企画政策課
　（☎21-1127・FAX21-1167）
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

問新型コロナ緊急対策支援室
コールセンター（☎21-1217)

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
1
人
に

つ
き
10
万
円
が
給
付
さ
れ
る
「
特

別
定
額
給
付
金
」
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か
。
申
請
期
限
は
8
月
25

日
（
当
日
消
印
有
効
）
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
給
付
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
お
済

み
の
方
は
、
申
請
書
の
提
出
は
不

要
。
申
請
書
を
紛
失
し
た
方
は
再

仕
事
は
主
に
調
査
票
の
配
付
と
回
収

70
〜
90
世
帯
で
約
3
万
8
千
円

市
は
、
令
和
2
年
10
月
1
日
に

日
本
国
内
に
住
む
全
て
の
方
を
対

象
に
行
う
国
勢
調
査
の
調
査
員
を

募
集
し
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
国
の
最
も
基
本

的
な
統
計
調
査
と
し
て
5
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
、
今
回
で
開
始
か
ら

1
0
0
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
調
査
を
円
滑
に
進
め
、
成
功

さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
く
の
調
査

員
の
協
力
が
必
要
で
す
。

み
な
さ
ん
の
周
り
に
調
査
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
、

統
計
調
査
に
興
味
の
あ
る
方
が
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

対
象
　20
歳
以
上
の
男
女
で
、
8

月
下
旬
〜
10
月
中
旬
こ
ろ
に
活

動
で
き
る
方

仕
事
内
容
　説
明
会
へ
の
出
席
、

調
査
票
の
配
付
と
回
収
、
書
類

提
出
（
詳
細
は
後
日
連
絡
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
8
月
下
旬

　調
査
員
説
明
会

②
9
月
上
旬

　担
当
地
域
の
確
認

③
9
月
中
旬

　調
査
方
法
の
説
明

と
調
査
書
類
の
配
付

④
10
月
上
旬

　回
答
確
認
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
付
と
調
査
票
回
収

⑤
10
月
中
旬

　調
査
票
の
整
理
と

提
出

報
酬
　受
け
持
ち
世
帯
数
・
地
域

数
に
応
じ
た
調
査
員
手
当
を
支

給
（
例

　1
調
査
区
担
当
70
〜
90

世
帯
程
度
で
約
3
万
8
千
円
、

　2
調
査
区
担
当
1
0
0
〜
1
4

0
世
帯
程
度
で
約
7
万
2
千
円
）

応
募
方
法
　7
月
10
日
㈮
ま
で
に

電
話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
、
ま

た
は
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
（
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
希
望
の
調
査
区
が
あ

れ
ば
明
記
）

で
申
し
込
み

申
請
期
限
は
8
月
25
日
㈫   

当
日
消
印
有
効

① ② ③
④

【市が5月中旬に郵送
した申請書類一式】
①申請書②添付書類
貼り付け用紙③書き
方④返信用封筒
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選
手
選
考

練
習
会
や
、
2
回
の
選
考
会

（
8
月
22
日
㈯
、
9
月
19
日
㈯
予

定
）
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
9

月
下
旬
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。

〈
練
習
会
〉

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き毎

週
水
曜
日
午
後
7
時
〜

（
9
時
終
了
予
定
）

と
こ
ろ
　

7
月
＝
い
こ
い
の
広
場
多
目
的

広
場
（
細
谷
）

内
容ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、
ペ
ー

ス
走
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど

※
7
月
以
降
の
予
定
や
会
場
、
雨

天
の
場
合
は
、
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市　町対抗駅伝選手募集
掛川市代表として走りませんか　

迷ったらまずは119番
搬送するか否かは現場で判断

問中央消防署（☎21-0119）

問掛川市選手団事務局
　（掛川市体育協会内）
　（☎24-9781）
　※火曜定休日

12
月
5
日
㈯
に
静
岡
市
で
開
催

予
定
の
第
21
回
静
岡
県
市
町
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
す
る
市
代

表
選
手
を
募
集
し
ま
す
。
練
習
会

に
参
加
し
て
、
仲
間
と
一
緒
に
選

手
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

選
手
資
格

①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
令
和
2
年
9
月
1
日
現
在
、
市

内
に
在
住
・
勤
務
し
て
い
る
方

②
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
居
住

地
が
市
内
で
あ
る
こ
と

③
高
校
生
は
、
出
身
中
学
校
所
在

地
ま
た
は
保
護
者
の
居
住
地
が

市
内
で
あ
る
こ
と

④
市
外
、
県
外
に
住
む
一
般
（
大

学
生
含
む
）・
40
歳
以
上
の
方

は
、
出
身
中
学
校
所
在
地
が
市

内
で
あ
る
こ
と

12
区
間（
全
42・1
9
5
㌔
）

突
然
の
事
故
や
病
気
、
け
が
な

ど
に
遭
遇
し
た
と
き
、
1
1
9
番

通
報
す
る
か
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
緊
急
時
に
軽
症
か
重
症

か
を
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
で
す
。

迷
う
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず

1
1
9
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
隊
が
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ま
す
。

家
族
に
お
願
い
す
る
こ
と
も

救
急
隊
は
救
急
要
請
に
よ
り
出

動
し
、
傷
病
者
（
病
気
、
け
が
な

ど
を
し
て
い
る
方
）
を
病
院
へ
搬

送
し
ま
す
。
し
か
し
、
全
て
の
方

を
搬
送
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

現
場
で
は
、
資
器
材
を
使
い
な

が
ら
傷
病
者
を
観
察
し
、
搬
送
先

の
医
師
に
観
察
結
果
を
伝
え
て
、

搬
送
す
る
か
否
か
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

全
て
の
救
急
要
請
に
出
動
し
て

い
ま
す
が
、
医
師
と
相
談
す
る
な

か
で
、
開
業
医
へ
の
受
診
を
勧
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
明

ら
か
に
軽
症
と
判
断
し
た
場
合
、

家
族
の
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
病

院
へ
向
か
う
よ
う
お
願
い
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

救
急
隊
が
駆
け
つ
け
て
も
搬
送

し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
救
急
車

を
必
要
と
し
て
い
る
方
の
元
へ
い

ち
早
く
到
着
す
る
た
め
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
隊
員
の
感
染
防
止
対
策

救
急
隊
員
が
感
染
予
防
対
策

（
右
写
真
）
を
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 第1区 3.673㌔ 中学生・高校生（女）
 第2区 1.903㌔ 小学生（男）
 第3区 1.715㌔ 小学生（女）
 第4区 3.549㌔ 中学生・高校生（女）
 第5区 6.855㌔ 高校生（男）
 第6区 3.911㌔ 40歳以上（男女不問）
 第7区 3.564㌔ 中学生（男）
 第8区 3.020㌔ 中学生（女）
 第9区 1.619㌔ 小学生（男女不問）
第10区 3.051㌔ 一般（女）
第11区 4.310㌔ 中学生・高校生（男）
第12区 5.025㌔ 一般（男）

救急出動調べ

平成31年/
令和元年 平成30年

（件）

 4,145 4,207

 575 400

総件数

不搬送

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
検
温
お
よ
び
消
毒

の
実
施
、
練
習
中
以
外
の
マ
ス
ク

着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

発
行
で
き
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ

と
は
市
役
所
内
「
新
型
コ
ロ
ナ
緊

急
支
援
対
策
室
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
｣

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
　4
月
27
日
㈪
時
点
で
掛
川

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

給
付
額
　1
人
に
つ
き
10
万
円

申
請
者
　（受
給
者
） 

世
帯
主

申
請
方
法
　感
染
拡
大
防
止
の
た

め
次
の
い
ず
れ
か
で
申
請

 
郵
送
申
請
方
式  

※
推
奨

市
か
ら
受
給
権
者
宛
て
に
郵
送

し
た
申
請
書
（
写
真
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
振
り
込
み
先
の
確

認
書
類
と
本
人
確
認
書
類
の
写
し

（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な

ど
）
と
と
も
に
青
い
返
信
用
封
筒

で
郵
送

 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
方
式

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
振
り
込
み

口
座
を
入
力
し
、
振
り
込
み
口
座

の
確
認
書
類
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し

電
子
申
請

振
込
予
定 

受
け
付
け
か
ら
約
3

週
間

10万円 特別定額給付金申請手続きはお済みですか
　

募集、国勢調査の調査員
活動は8月下旬～10月中旬ころ

問企画政策課
　（☎21-1127・FAX21-1167）
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

問新型コロナ緊急対策支援室
コールセンター（☎21-1217)

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
1
人
に

つ
き
10
万
円
が
給
付
さ
れ
る
「
特

別
定
額
給
付
金
」
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か
。
申
請
期
限
は
8
月
25

日
（
当
日
消
印
有
効
）
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
給
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金
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受
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取
る

こ
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が
で
き
ま
せ
ん
の
で
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注
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。
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、
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カ
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が
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済

み
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申
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書
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紛
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た
方
は
再

仕
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に
調
査
票
の
配
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と
回
収

70
〜
90
世
帯
で
約
3
万
8
千
円

市
は
、
令
和
2
年
10
月
1
日
に

日
本
国
内
に
住
む
全
て
の
方
を
対

象
に
行
う
国
勢
調
査
の
調
査
員
を

募
集
し
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
国
の
最
も
基
本

的
な
統
計
調
査
と
し
て
5
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
、
今
回
で
開
始
か
ら

1
0
0
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
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こ
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円
滑
に
進
め
、
成
功

さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
く
の
調
査

員
の
協
力
が
必
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で
す
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み
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さ
ん
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周
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に
調
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と

し
て
活
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し
て
い
た
だ
け
る
方
、

統
計
調
査
に
興
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の
あ
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ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
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さ
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対
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以
上
の
男
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で
、
8

月
下
旬
〜
10
月
中
旬
こ
ろ
に
活

動
で
き
る
方

仕
事
内
容
　説
明
会
へ
の
出
席
、

調
査
票
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付
と
回
収
、
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類
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（
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後
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票
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⑤
10
月
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旬
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数
に
応
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た
調
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手
当
を
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担
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法
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ま
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戦没者などのご遺族へ
第11回特別弔慰金の支給

　　福祉課（☎21-1140）

新型コロナの影響による
介護保険料の減免

　　長寿推進課（☎21-1196）

県内外の金魚（らんちゅう）愛好家が今年生
まれた自慢の魚を出品する品評会
　直接会場へ

生活困窮や借金、そのほか生活に関する法
的な困りごとに関する電話相談会です。
　電話（☎054-289-3704）

第30回医療市民講座
～がん講習会～
　　中東遠総合医療センター
経営戦略室（☎21-5555）

流しそうめん体験
　　たまり～な
（☎24-2722）

静岡県介護サポーター
育成研修・説明会
　　東海道シグマ
（☎054-255-4259・
FAX054-272-1130）
 ※県委託事業

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

7/10（金）・20（月）
10：00～12：00
菊川市中央公民館
（菊川市）

介護に興味の
ある方
参加無料

介護事業所で働く介護職員の周辺業務を担うサ
ポーター育成研修です。介護の仕事は初めてという
方も、介護の基礎を学べます。
　各日程の前日までに電話またはFAX

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

まがだま

そ　ば

8/1（土）13：30～15：00
大日本報徳社（掛川）

幼児～小学校低
学年と保護者
参加無料

大型紙芝居、大型絵本を使った読み聞かせ
と手品、手遊び、童謡が楽しめます。
　直接会場へ

なつのおたのしみ会
　よみきかせ会ひまわり
和田（☎23-2649）

①7/18（土）第一小学校（掛川）
②7/26（日）あすなろ（富部）
①14：00～②13：30～

どなたでも
受講無料

持ち物　運動ができる服装、上履き、うちわ、
タオル、マスク、飲み物
　直接会場へ

盆踊り講習会
　掛川市文化協会舞踊部
山崎（☎24-3407）

毎週土曜日14：00～17：00
※コロナの影響が落ち着く
　まで

新型コロナウ
イルスで生活
に困っている方

新型コロナに関する生活困り
ごと電話相談会
　静岡県青年司法書士協議
会（☎054-631-9108）

8/2（日）13：00～
掛川ボデー工業内（満水）

どなたでも
入場無料

きんぎょの品評会
　佐藤（☎22-3570）

7/19（日）13：00～15：00
（雨天中止）
たまり～な（満水）

どなたでも（小
学生以下は保
護者同伴）20人
500円

夏の思い出に、家族で流しそうめん台を作って、そ
うめんを食べよう。茶そばも流します。
持ち物　帽子、水筒
　7/13（月）までに電話（申込順・火曜休館）

バレエ夏の体験レッスン
　　たまり～な
（☎24-2722）

夏の木工教室
　　たまり～な
（☎24-2722）

親子で体験
「とうふづくり」
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

勾玉作り・火起こしに
挑戦しよう
　　文化・スポーツ振興課
（☎21-1158）

7/18、8/15の土曜日
①13：00～②14：00～
③15：00～
たまり～な（満水）

①高校生以上
②3歳～③小学
2年生～各10人
1,100円/回
（2人目は半額）

バレエに興味がある方、体を動かしたい方、気軽に
体験してみませんか。元プロバレリーナの講師が丁
寧に指導します。
持ち物　タオル、水筒、動きやすい服装
　前日までに電話（申込順・火曜休館）

7/18（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
3階大会議室（菖蒲ヶ池）

どなたでも
定員100人
参加無料

「こうみんかんへ行こう！」
園児絵画展&こども習字
作品展
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

演題は「がんのおはなし～がん発生から腸活まで
～」「上部消化管の内視鏡治療」「がん相談支援セ
ンターのご紹介」「新型コロナウイルス感染症～当
院の対応と対策～」
　7/15（水）までに電話、FAXまたは同センター
ホームページの申し込みフォーム（申込順）

7/23（木・祝）～9/6（日）
9：00～17：00
大須賀中央公民館（西大渕）

どなたでも
入場無料

大須賀区域の幼稚園・保育園児の元気あふれる絵
画と地域の子どもたちの習字作品を展示します（悪
天候で換気不十分な場合は制限有り）。
　直接会場へ（月曜休館）

8/1（土）・10（月・祝）
①10：00～12：00
②13：00～15：00
たまり～な（満水）

どなたでも（小
学生以下は保
護者同伴）
各6人
1,700円/回

掛川産の木材を使用した①背付きいすと②富士山
ラックを選べます。夏の工作・自由研究にピッタリ。
職人さんが丁寧に教えてくれます。
　7/27（月）までに電話（申込順・火曜休館）

夏の文化財教室
遺跡の発掘を体験しよう！
　　文化・スポーツ振興課
（☎21-1158）

8/1（土）
①9：00～11：00
②13：30～15：30
発掘調査現場（高田）

市内小中学生と
その保護者(4年生
以下は保護者同伴）
各15人
参加無料

8/9・16・23の日曜日
9：00～12：00（勾玉作り
は10：30までに来館）
埋蔵文化財センター（千羽）

どなたでも
各日10人
参加無料

8月の日曜日を開館し、「勾玉作り」「火起こし」体験
講座を行います。職員が展示解説も行います。
　7/15（水）から電話（申込順）

8/9（日）13：30～15：30
大須賀中央公民館（西大渕）

4歳以上の子
どもと保護者
6組
700円/組

豆腐はどうやってできるのかな? わくわく&おいし
い体験です。
持ち物　マスク、エプロン、三角巾、上履き、水筒、
タッパー（約600cc）
　7/12（日）から電話または来館（申込順・月曜休館）

ひとり親家庭のための
出張個別相談会
　ひとり親サポートセン
ター（☎054-254-1191）
 ※県委託事業

8/12（水）9：30～16：00
（1人30分）
掛川市役所4階会議室1

ひとり親家庭
の父子・母子・
寡婦
①～③各10人
相談無料

①職業紹介や求職登録、②弁護士による養育費な
どの相談、③県など行政職員による生活相談が受け
られます。託児あり（要予約）
　電話で予約した方優先（申込順・当日受け付け可）

市民後見人養成講座
事前説明会
　　福祉課（☎21-1215）
　　長寿推進課（☎21-1142）

8/6（木）
①10：00～12：00
②14：00～16：00
あいり～な（掛川）

おおむね30～
70歳の方
6,000円程度
（テキスト代）

掛川・菊川・御前崎の3市合同で開催します。受講希
望者は事前説明会の参加が必要です。講座は9月～
全10回を予定しています。
　7/31（金）までに電話

瀬戸山I遺跡の発掘調査現場で発掘体験。土器を発
見してみましょう。
　7/15（水）から電話（申込順）

手打ち蕎麦教室(全４回)
　　千浜農村環境改善
センター（☎72-5028・
FAX63-3057）

9/5・12・19・26の土曜日
9：00～12：00
千浜農村環境改善センタ－
（千浜）

一般15人
参加料 800円
材料費1,200円

そば粉を練り、延ばし、切って、手打ちそばをつくり
ます。　　　　　　　　　　　　　
　８/25（火）までに電話、FAXまたは来館（申込順・
月曜休館）　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
や
お
知
ら
せ
・
募
集
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

県内で公共下水道の排水設備工事
を行う工事店は、静岡県下水道協会
登録の下水道排水設備工事責任技術
者の専属が義務付けられています。
試験日　10月21日（水）
ところ　レイアップ御幸町ビル（静岡
市葵区）
受験資格　20歳以上で学歴に応じた
実務経験のある方
受験手数料　4,000円
願書配布　浄化センター管理棟3階
下水道課で配付
申込期間　7月16日（木）～31日（金）
※任意参加の事前講習会を9月11日
（金）に開催します。

国民健康保険
限度額適用認定証の更新
   　国保年金課（☎21-1143）

「かけがわ茶エンナーレ2020」開催延期
　かけがわ茶エンナーレ実行委員会（文化・スポーツ振興課内・☎21-1126）

今年の秋開催に向けて準備を進めていた「かけがわ茶エン
ナーレ2020」は、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し、開
催を令和3年度以降に延期します。開催時期は、社会の状況をみ
ながら適切に判断し、改めてご案内します。

7月31日（金）に現
在お持ちの認定証の
有効期限が終了しま
す。8月以降も入院ま
たは高額の外来受診
を続ける方は更新手
続きをお願いします。
対象　国民健康保険被保険者で、認
定証を交付されている方
交付条件　国民健康保険税の滞納が
ないこと
申請方法　更新を希望する方はご連
絡ください。新型コロナウイルス感
染症予防対策のため、案内通知と申
請書を郵送します。

見本

下水道排水設備工事
責任技術者試験

　　下水道課（☎21-1170）

戦後75周年にあたり、国は改めて
弔慰の意を表すため、戦没者などのご
遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給
します。
戦没者などの死亡当時のご遺族

で、本年4月1日（基準日）に公務扶助
料や遺族年金などを受ける方がいな
い場合、次の順番による先順位のご遺
族1人に支給されます。
1.弔慰金の受給権者
2.戦没者などの子
3.戦没者などの①父母、②孫、③祖父
母、④兄弟姉妹（戦没者などと生計
関係を有していた方）

4.上記3以外の①父母、②孫、③祖父
母、④兄弟姉妹

5.上記1～4以外の3親等内の親族（戦
没者などの死亡時まで引き続き1年
以上生計関係を有していた方）

※詳しくはお問い合わせください。
支給内容　額面25万円、5年償還の
記名国債
請求期間　令和5年3月31日まで
請求窓口　市役所1階福祉課、大東ふ
くしあ（三俣）・大須賀ふくしあ（西
大渕）

新型コロナウイルス感染症の影響
により、世帯の65歳以上の方の介護
保険料が減免になる場合があります。
対象
1.世帯の主な生計維持者が死亡また
は重篤な傷病を負った方

2.世帯の主な生計維持者の収入（事
業、山林、不動産、給与）の減少が
見込まれ、次の①②に該当する方

　①いずれかの収入の減少額が前年
　比3割以上見込まれる

　②減少が見込まれる収入以外の前
　年所得合計が400万円以下
減免額　1 全額、2 別に定める計算式
で算出
減免対象期間　令和元年度～2年度
分の保険料のうち、令和2年2月～
令和3年3月末までの間に納期限が
設定されているもの
申請方法　申請書に証明書類を添付
し郵送または市役所1階長寿推進
課、大東ふくしあ（三俣）・大須賀ふ
くしあ（西大渕）窓口へ直接提出
受付開始　7月16日（木）
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戦没者などのご遺族へ
第11回特別弔慰金の支給

　　福祉課（☎21-1140）

新型コロナの影響による
介護保険料の減免

　　長寿推進課（☎21-1196）

県内外の金魚（らんちゅう）愛好家が今年生
まれた自慢の魚を出品する品評会
　直接会場へ

生活困窮や借金、そのほか生活に関する法
的な困りごとに関する電話相談会です。
　電話（☎054-289-3704）

第30回医療市民講座
～がん講習会～
　　中東遠総合医療センター
経営戦略室（☎21-5555）

流しそうめん体験
　　たまり～な
（☎24-2722）

静岡県介護サポーター
育成研修・説明会
　　東海道シグマ
（☎054-255-4259・
FAX054-272-1130）
 ※県委託事業

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

7/10（金）・20（月）
10：00～12：00
菊川市中央公民館
（菊川市）

介護に興味の
ある方
参加無料

介護事業所で働く介護職員の周辺業務を担うサ
ポーター育成研修です。介護の仕事は初めてという
方も、介護の基礎を学べます。
　各日程の前日までに電話またはFAX

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

まがだま

そ　ば

8/1（土）13：30～15：00
大日本報徳社（掛川）

幼児～小学校低
学年と保護者
参加無料

大型紙芝居、大型絵本を使った読み聞かせ
と手品、手遊び、童謡が楽しめます。
　直接会場へ

なつのおたのしみ会
　よみきかせ会ひまわり
和田（☎23-2649）

①7/18（土）第一小学校（掛川）
②7/26（日）あすなろ（富部）
①14：00～②13：30～

どなたでも
受講無料

持ち物　運動ができる服装、上履き、うちわ、
タオル、マスク、飲み物
　直接会場へ

盆踊り講習会
　掛川市文化協会舞踊部
山崎（☎24-3407）

毎週土曜日14：00～17：00
※コロナの影響が落ち着く
　まで

新型コロナウ
イルスで生活
に困っている方

新型コロナに関する生活困り
ごと電話相談会
　静岡県青年司法書士協議
会（☎054-631-9108）

8/2（日）13：00～
掛川ボデー工業内（満水）

どなたでも
入場無料

きんぎょの品評会
　佐藤（☎22-3570）

7/19（日）13：00～15：00
（雨天中止）
たまり～な（満水）

どなたでも（小
学生以下は保
護者同伴）20人
500円

夏の思い出に、家族で流しそうめん台を作って、そ
うめんを食べよう。茶そばも流します。
持ち物　帽子、水筒
　7/13（月）までに電話（申込順・火曜休館）

バレエ夏の体験レッスン
　　たまり～な
（☎24-2722）

夏の木工教室
　　たまり～な
（☎24-2722）

親子で体験
「とうふづくり」
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

勾玉作り・火起こしに
挑戦しよう
　　文化・スポーツ振興課
（☎21-1158）

7/18、8/15の土曜日
①13：00～②14：00～
③15：00～
たまり～な（満水）

①高校生以上
②3歳～③小学
2年生～各10人
1,100円/回
（2人目は半額）

バレエに興味がある方、体を動かしたい方、気軽に
体験してみませんか。元プロバレリーナの講師が丁
寧に指導します。
持ち物　タオル、水筒、動きやすい服装
　前日までに電話（申込順・火曜休館）

7/18（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
3階大会議室（菖蒲ヶ池）

どなたでも
定員100人
参加無料

「こうみんかんへ行こう！」
園児絵画展&こども習字
作品展
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

演題は「がんのおはなし～がん発生から腸活まで
～」「上部消化管の内視鏡治療」「がん相談支援セ
ンターのご紹介」「新型コロナウイルス感染症～当
院の対応と対策～」
　7/15（水）までに電話、FAXまたは同センター
ホームページの申し込みフォーム（申込順）

7/23（木・祝）～9/6（日）
9：00～17：00
大須賀中央公民館（西大渕）

どなたでも
入場無料

大須賀区域の幼稚園・保育園児の元気あふれる絵
画と地域の子どもたちの習字作品を展示します（悪
天候で換気不十分な場合は制限有り）。
　直接会場へ（月曜休館）

8/1（土）・10（月・祝）
①10：00～12：00
②13：00～15：00
たまり～な（満水）

どなたでも（小
学生以下は保
護者同伴）
各6人
1,700円/回

掛川産の木材を使用した①背付きいすと②富士山
ラックを選べます。夏の工作・自由研究にピッタリ。
職人さんが丁寧に教えてくれます。
　7/27（月）までに電話（申込順・火曜休館）

夏の文化財教室
遺跡の発掘を体験しよう！
　　文化・スポーツ振興課
（☎21-1158）

8/1（土）
①9：00～11：00
②13：30～15：30
発掘調査現場（高田）

市内小中学生と
その保護者(4年生
以下は保護者同伴）
各15人
参加無料

8/9・16・23の日曜日
9：00～12：00（勾玉作り
は10：30までに来館）
埋蔵文化財センター（千羽）

どなたでも
各日10人
参加無料

8月の日曜日を開館し、「勾玉作り」「火起こし」体験
講座を行います。職員が展示解説も行います。
　7/15（水）から電話（申込順）

8/9（日）13：30～15：30
大須賀中央公民館（西大渕）

4歳以上の子
どもと保護者
6組
700円/組

豆腐はどうやってできるのかな? わくわく&おいし
い体験です。
持ち物　マスク、エプロン、三角巾、上履き、水筒、
タッパー（約600cc）
　7/12（日）から電話または来館（申込順・月曜休館）

ひとり親家庭のための
出張個別相談会
　ひとり親サポートセン
ター（☎054-254-1191）
 ※県委託事業

8/12（水）9：30～16：00
（1人30分）
掛川市役所4階会議室1

ひとり親家庭
の父子・母子・
寡婦
①～③各10人
相談無料

①職業紹介や求職登録、②弁護士による養育費な
どの相談、③県など行政職員による生活相談が受け
られます。託児あり（要予約）
　電話で予約した方優先（申込順・当日受け付け可）

市民後見人養成講座
事前説明会
　　福祉課（☎21-1215）
　　長寿推進課（☎21-1142）

8/6（木）
①10：00～12：00
②14：00～16：00
あいり～な（掛川）

おおむね30～
70歳の方
6,000円程度
（テキスト代）

掛川・菊川・御前崎の3市合同で開催します。受講希
望者は事前説明会の参加が必要です。講座は9月～
全10回を予定しています。
　7/31（金）までに電話

瀬戸山I遺跡の発掘調査現場で発掘体験。土器を発
見してみましょう。
　7/15（水）から電話（申込順）

手打ち蕎麦教室(全４回)
　　千浜農村環境改善
センター（☎72-5028・
FAX63-3057）

9/5・12・19・26の土曜日
9：00～12：00
千浜農村環境改善センタ－
（千浜）

一般15人
参加料 800円
材料費1,200円

そば粉を練り、延ばし、切って、手打ちそばをつくり
ます。　　　　　　　　　　　　　
　８/25（火）までに電話、FAXまたは来館（申込順・
月曜休館）　
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県内で公共下水道の排水設備工事
を行う工事店は、静岡県下水道協会
登録の下水道排水設備工事責任技術
者の専属が義務付けられています。
試験日　10月21日（水）
ところ　レイアップ御幸町ビル（静岡
市葵区）
受験資格　20歳以上で学歴に応じた
実務経験のある方
受験手数料　4,000円
願書配布　浄化センター管理棟3階
下水道課で配付
申込期間　7月16日（木）～31日（金）
※任意参加の事前講習会を9月11日
（金）に開催します。

国民健康保険
限度額適用認定証の更新
   　国保年金課（☎21-1143）

「かけがわ茶エンナーレ2020」開催延期
　かけがわ茶エンナーレ実行委員会（文化・スポーツ振興課内・☎21-1126）

今年の秋開催に向けて準備を進めていた「かけがわ茶エン
ナーレ2020」は、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し、開
催を令和3年度以降に延期します。開催時期は、社会の状況をみ
ながら適切に判断し、改めてご案内します。

7月31日（金）に現
在お持ちの認定証の
有効期限が終了しま
す。8月以降も入院ま
たは高額の外来受診
を続ける方は更新手
続きをお願いします。
対象　国民健康保険被保険者で、認
定証を交付されている方
交付条件　国民健康保険税の滞納が
ないこと
申請方法　更新を希望する方はご連
絡ください。新型コロナウイルス感
染症予防対策のため、案内通知と申
請書を郵送します。

見本

下水道排水設備工事
責任技術者試験

　　下水道課（☎21-1170）

戦後75周年にあたり、国は改めて
弔慰の意を表すため、戦没者などのご
遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給
します。
戦没者などの死亡当時のご遺族

で、本年4月1日（基準日）に公務扶助
料や遺族年金などを受ける方がいな
い場合、次の順番による先順位のご遺
族1人に支給されます。
1.弔慰金の受給権者
2.戦没者などの子
3.戦没者などの①父母、②孫、③祖父
母、④兄弟姉妹（戦没者などと生計
関係を有していた方）

4.上記3以外の①父母、②孫、③祖父
母、④兄弟姉妹

5.上記1～4以外の3親等内の親族（戦
没者などの死亡時まで引き続き1年
以上生計関係を有していた方）

※詳しくはお問い合わせください。
支給内容　額面25万円、5年償還の
記名国債
請求期間　令和5年3月31日まで
請求窓口　市役所1階福祉課、大東ふ
くしあ（三俣）・大須賀ふくしあ（西
大渕）

新型コロナウイルス感染症の影響
により、世帯の65歳以上の方の介護
保険料が減免になる場合があります。
対象
1.世帯の主な生計維持者が死亡また
は重篤な傷病を負った方

2.世帯の主な生計維持者の収入（事
業、山林、不動産、給与）の減少が
見込まれ、次の①②に該当する方

　①いずれかの収入の減少額が前年
　比3割以上見込まれる

　②減少が見込まれる収入以外の前
　年所得合計が400万円以下
減免額　1 全額、2 別に定める計算式
で算出
減免対象期間　令和元年度～2年度
分の保険料のうち、令和2年2月～
令和3年3月末までの間に納期限が
設定されているもの
申請方法　申請書に証明書類を添付
し郵送または市役所1階長寿推進
課、大東ふくしあ（三俣）・大須賀ふ
くしあ（西大渕）窓口へ直接提出
受付開始　7月16日（木）
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看護師や保健師を目指す学生に修学の機会を与え、将来、掛川市の地域医療
をけん引していける人材の育成のため、東京女子医科大学看護学部推薦入学入
試の掛川市地域枠が設けられています。この推薦入試合格者を対象にした修学
資金貸与制度もあります。
対象　市内の高校に通学している学生、または本人もしくは保護者が市内に住 
所を有する高校生
募集人員　若干名
応募方法　必ず要項を取り寄せ、事前に詳細を確認。9月4日（金）までに必要書 
類を徳育保健センター2階健康医療課（御所原）へ直接提出

東京女子医科大学看護学部
「掛川市地域枠推薦入学試験」「修学資金貸与制度」

    健康医療課（☎21-1324）

納期限情報

　　市役所、支所、市指定金融機関、
コンビニエンスストアで納付でき
ます。口座振替の方は口座残高を
ご確認ください。
　※バーコード付き納付書の方は
　PayPay、LINE Payでも納付
　できます。

納期限は8月5日（水）
　 納税課（☎21-1206）

国民健康保険税第1期
固定資産税・都市計画税第2期

納税は口座振替が便利です

地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
　危機管理課（☎21-1131）

ふくしあ健康相談（8月）

●東部ふくしあ（☎61-2900）
　8/  7（金） 9：30～11：30

●中部ふくしあ（☎28-9713）
　8/17（月） 9：30～11：30

●西部ふくしあ（☎29-5977）
　8/18（火） 10：00～11：00

●大東ふくしあ（☎72-1116）
　8/ 5（水） 9：30～11：30

●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　大須賀老人福祉センター
　8/ 6（木） 9：30～11：30

後期高齢者医療制度
保険証の更新と保険料の改定

　国保年金課（☎21-1143）

健康づくり活動を表彰
生涯お達者市民アワード募集！
　　健康医療課（☎23-8111・FAX23-9555）
tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp

都市計画（案）について、公開の場
で意見を述べる公聴会が開かれます。
申し出が無い場合は中止。開催の有
無は7月30日（木）以降に県都市計画
課までお問い合わせください。
■公聴会
とき　8月5日（水）午前10時30分～
ところ　市役所4階会議室1ーC
対象　どなたでも
公述方法　意見を述べるには公述申
出書（県都市計画課ホームページか
らダウンロード可）に必要事項を記
入し、7月29日（水）午後5時15分
（必着）までに直接または郵送
（〒420-8601県都市計画課）で提出
■閲覧
期間　7月21日（火）～29日（水）
ところ　県都市計画課ホームページ
または市役所3階都市政策課窓口
など

東遠広域都市計画の変更
公聴会の開催と計画（案）の閲覧

都市政策課（☎21-1151）
　　県都市計画課（☎054-221-3062）

6～8月は農薬危害防止運動期間で
す。不適切な使用による事故が後を絶ち
ません。農薬は適切に使用しましょう。
①農薬ラベルを確認し使用基準を守る
②農薬用マスク、保護メガネなどの防
護装備を着用する

③農薬散布時には周囲に注意する
④余った農薬処分は購入店に相談する
⑤空容器、空袋は専門業者などにより
適正に処理する

農薬を適切に使おう
農薬危害防止運動期間

農林課（☎21-1147）

新型コロナウイルス感染症の影響や
小中学生の夏休みなどを考慮し、期間や
施設を縮小して営業します。
対象施設　①安養寺運動公園プール
（淡陽）、②大東総合運動場プール 
（国安）

※②の50㍍プールは閉場
※大須賀海洋センタープールは休館
営業日　①8月1日(土)～17日（月）・
22日（土）・23日（日）

　②8月1日(土)～17日（月）
時間　午前9時～正午、午後1時～4時
料金　3歳以上100円、小中学生200
円、高校生以上300円

屋外プール一般開放
　NPO法人掛川市体育協会（☎22-5553）

内容　「お達者度」県下一の実現のた
め、市内の団体や個人が取り組む健
康づくり活動を募集します。応募さ
れた活動は、市ホームページなどで
広く周知いたします。
募集部門　①企業・学校などの部、②
団体の部、③個人の部 
応募用紙　市役所1階ロビー、各ふく
しあで配付または市ホームページか
らダウンロードで入手
応募期間　7月1日(水)～8月31日(月)
応募方法　メール、FAX、郵送（〒436-
　0068御所原9-28）または徳育保健
センター内健康医療課に直接提出
で応募

広報5月号・6月号
市内空き家率の相違について
　　都市政策課(☎21-1152)

広報5月号は総務省「平成30年度
住宅・土地統計調査」により、共同住
宅（長屋、アパート、マンションなど）
や戸建て住宅などを含み、6月号は掛
川市「令和元年度住宅耐震調査」によ
り、戸建て住宅のみを対象にしていま
す。詳しくは市ホームページの住ま
い・土地「空き家対策」をご覧くださ
い。

2020緑のカーテンコンテスト
写真募集

　　中部電力静岡支店掛川駐在（☎54-6909）
Midorinokaten.Kakegawa@chuden.co.jp

　環境政策課（☎21-1218）

S T O P 温 暖 化
パートナーシップ協
定の一環で、市内の
家庭、保育園、幼稚
園、小・中学校、企
業、団体で育てた「緑のカーテン」の
写真を募集。優秀作品には賞品、応募
者全員に参加賞をプレゼントします。
応募方法　今年育てた緑のカーテン
の写真に、住所、氏名、電話番号、育
成 エピソードを 添 え て 郵 送
(〒436-0056中央1-5-8）、または
メールで応募
応募締切　9月4日（金）消印有効

市民農園耕作者募集
　　農林課（☎21-1147）

手軽に楽しみたい方にお勧めです。
募集区画　3区画(1区画約42平方㍍)
貸出料金　1区画2,500円/年(変動あ
り)
ところ　のうえん「浜砂」（沖之須）
対象　市民
申込方法　電話で申し込み（申込順）

7月のけっトラ市は
開催を中止します

問実行委員会（☎21-1124）

7月のけっトラ市は
開催を中止します

問実行委員会（☎21-1124）

■保険証の更新
現在の保険証（橙色）の有効期限は

7月31日（金）です。新しい保険証（藤
色）は7月下旬までに郵送しますので、
8月1日（土）からお使いください。
住民税非課税世帯を対象にした減

額認定証なども有効期限は7月31日
(金)です。認定証をすでにお持ちで対
象の方には、7月下旬に郵送します。
■保険料の改定
後期高齢者医療制度の保険料は、

「均等割額」と「所得割額」を合計し
て計算します。医療費の増加などを考
慮し、2年に1度改定します。

H30・R1
（改定前）

R2・3
（改定後）

 7.85% 8.07%
 40,400円 42,100円
 62万円 64万円

所得割率
均等割額
賦課限度額

世帯主を含む全ての被保険者の
総所得金額などの合計

軽減
割合

「基礎控除額（33万円）+52万円×
 世帯の被保険者数」以下　　 2割

「基礎控除額（33万円）+28.5万円×
 世帯の被保険者数」以下　　 5割

基礎控除額（33万円）以下 7.75割
7.75割軽減を受ける世帯の被保
険者全員が年金収入80万円以 7割
下でその他各種所得がない場合

■保険料の軽減措置
①均等割額の軽減（2割・5割の判定基
準が拡充されます）

②社会保険などの被用者保険の被扶
養者だった方は、資格取得日から2
年間は均等割額が5割軽減され、所
得割額はかかりません。

※令和2年度の保険料は、8月上旬に
決定してお知らせします。

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）

（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管　　 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎090-5118-3125）
シンワ設備（株） （☎24-3３22）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎４8-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）

 7/ 4 （土）
    5（日）
  11 （土）
  12 （日）
  18 （土）
  19 （日）
  　　23（木・祝）
   24（金・祝）
   25（土）
   26（日）
 8/ 1 （土）
    2（日）

 7/ 4 （土）
    5（日）
  11 （土）
  12 （日）
  18 （土）
  19 （日）
  　　23（木・祝）
  24 （金・祝）
  25（土）
  26（日）
 8/ 1 （土）
    2（日）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 7/4～8/2

カタログポケット

「広報かけがわ」多言語対応　ポルトガル語や英語で読める！聞ける！

■Multilingual  version  of  the  “Public  Information  Magazine  of  Kakegawa”  is  now  available  on  a  “Digital　Book”!
■A  versão  em  português  do  Informativo  de  Kakegawa  se  tornará  “Digital　Book”!
英

ポ

市公式Facebook市公式Facebook
広報担当が取材した記事
を中心に更新。災害情報
も随時発信しています。

掛川市防災メールマガジン掛川市防災メールマガジン
土砂災害警戒情報や大雨情報
など災害に備えるための情報を
タイムリーに受信できます。

子育て情報サイト「かけっこ」子育て情報サイト「かけっこ」
健診・予防接種、イベントカ
レンダー、子育てアドバイス
など幅広い情報満載です。

自衛官採用試験説明会
　　静岡地方協力本部袋井地域事務所

（☎0538-43-3717）

とき　7月18日（土）・23日（木・祝）、8
月8日（土） 午前9時～正午

ところ　生涯学習センター（御所原）
内容　防大、防医大、航空学生、一般
曹候補生、自衛官候補生、高等工科
学校の採用制度説明
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年度

令和2年6月1日現在の申出額

 区分 件数 金額（円）
 個人 322 8,160,740
 法人 524 272,971,830
 団体 354 12,674,533
 合計 1,200 293,807,103
みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。
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看護師や保健師を目指す学生に修学の機会を与え、将来、掛川市の地域医療
をけん引していける人材の育成のため、東京女子医科大学看護学部推薦入学入
試の掛川市地域枠が設けられています。この推薦入試合格者を対象にした修学
資金貸与制度もあります。
対象　市内の高校に通学している学生、または本人もしくは保護者が市内に住 
所を有する高校生
募集人員　若干名
応募方法　必ず要項を取り寄せ、事前に詳細を確認。9月4日（金）までに必要書 
類を徳育保健センター2階健康医療課（御所原）へ直接提出

東京女子医科大学看護学部
「掛川市地域枠推薦入学試験」「修学資金貸与制度」

    健康医療課（☎21-1324）

納期限情報

　　市役所、支所、市指定金融機関、
コンビニエンスストアで納付でき
ます。口座振替の方は口座残高を
ご確認ください。
　※バーコード付き納付書の方は
　PayPay、LINE Payでも納付
　できます。

納期限は8月5日（水）
　 納税課（☎21-1206）

国民健康保険税第1期
固定資産税・都市計画税第2期

納税は口座振替が便利です

地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
　危機管理課（☎21-1131）

ふくしあ健康相談（8月）

●東部ふくしあ（☎61-2900）
　8/  7（金） 9：30～11：30

●中部ふくしあ（☎28-9713）
　8/17（月） 9：30～11：30

●西部ふくしあ（☎29-5977）
　8/18（火） 10：00～11：00

●大東ふくしあ（☎72-1116）
　8/ 5（水） 9：30～11：30

●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　大須賀老人福祉センター
　8/ 6（木） 9：30～11：30

後期高齢者医療制度
保険証の更新と保険料の改定

　国保年金課（☎21-1143）

健康づくり活動を表彰
生涯お達者市民アワード募集！
　　健康医療課（☎23-8111・FAX23-9555）
tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp

都市計画（案）について、公開の場
で意見を述べる公聴会が開かれます。
申し出が無い場合は中止。開催の有
無は7月30日（木）以降に県都市計画
課までお問い合わせください。
■公聴会
とき　8月5日（水）午前10時30分～
ところ　市役所4階会議室1ーC
対象　どなたでも
公述方法　意見を述べるには公述申
出書（県都市計画課ホームページか
らダウンロード可）に必要事項を記
入し、7月29日（水）午後5時15分
（必着）までに直接または郵送
（〒420-8601県都市計画課）で提出
■閲覧
期間　7月21日（火）～29日（水）
ところ　県都市計画課ホームページ
または市役所3階都市政策課窓口
など

東遠広域都市計画の変更
公聴会の開催と計画（案）の閲覧

都市政策課（☎21-1151）
　　県都市計画課（☎054-221-3062）

6～8月は農薬危害防止運動期間で
す。不適切な使用による事故が後を絶ち
ません。農薬は適切に使用しましょう。
①農薬ラベルを確認し使用基準を守る
②農薬用マスク、保護メガネなどの防
護装備を着用する

③農薬散布時には周囲に注意する
④余った農薬処分は購入店に相談する
⑤空容器、空袋は専門業者などにより
適正に処理する

農薬を適切に使おう
農薬危害防止運動期間

農林課（☎21-1147）

新型コロナウイルス感染症の影響や
小中学生の夏休みなどを考慮し、期間や
施設を縮小して営業します。
対象施設　①安養寺運動公園プール
（淡陽）、②大東総合運動場プール 
（国安）

※②の50㍍プールは閉場
※大須賀海洋センタープールは休館
営業日　①8月1日(土)～17日（月）・
22日（土）・23日（日）

　②8月1日(土)～17日（月）
時間　午前9時～正午、午後1時～4時
料金　3歳以上100円、小中学生200
円、高校生以上300円

屋外プール一般開放
　NPO法人掛川市体育協会（☎22-5553）

内容　「お達者度」県下一の実現のた
め、市内の団体や個人が取り組む健
康づくり活動を募集します。応募さ
れた活動は、市ホームページなどで
広く周知いたします。
募集部門　①企業・学校などの部、②
団体の部、③個人の部 
応募用紙　市役所1階ロビー、各ふく
しあで配付または市ホームページか
らダウンロードで入手
応募期間　7月1日(水)～8月31日(月)
応募方法　メール、FAX、郵送（〒436-
　0068御所原9-28）または徳育保健
センター内健康医療課に直接提出
で応募

広報5月号・6月号
市内空き家率の相違について
　　都市政策課(☎21-1152)

広報5月号は総務省「平成30年度
住宅・土地統計調査」により、共同住
宅（長屋、アパート、マンションなど）
や戸建て住宅などを含み、6月号は掛
川市「令和元年度住宅耐震調査」によ
り、戸建て住宅のみを対象にしていま
す。詳しくは市ホームページの住ま
い・土地「空き家対策」をご覧くださ
い。

2020緑のカーテンコンテスト
写真募集

　　中部電力静岡支店掛川駐在（☎54-6909）
Midorinokaten.Kakegawa@chuden.co.jp

　環境政策課（☎21-1218）

S T O P 温 暖 化
パートナーシップ協
定の一環で、市内の
家庭、保育園、幼稚
園、小・中学校、企
業、団体で育てた「緑のカーテン」の
写真を募集。優秀作品には賞品、応募
者全員に参加賞をプレゼントします。
応募方法　今年育てた緑のカーテン
の写真に、住所、氏名、電話番号、育
成 エピソードを 添 え て 郵 送
(〒436-0056中央1-5-8）、または
メールで応募
応募締切　9月4日（金）消印有効

市民農園耕作者募集
　　農林課（☎21-1147）

手軽に楽しみたい方にお勧めです。
募集区画　3区画(1区画約42平方㍍)
貸出料金　1区画2,500円/年(変動あ
り)
ところ　のうえん「浜砂」（沖之須）
対象　市民
申込方法　電話で申し込み（申込順）

7月のけっトラ市は
開催を中止します

問実行委員会（☎21-1124）

7月のけっトラ市は
開催を中止します

問実行委員会（☎21-1124）

■保険証の更新
現在の保険証（橙色）の有効期限は

7月31日（金）です。新しい保険証（藤
色）は7月下旬までに郵送しますので、
8月1日（土）からお使いください。
住民税非課税世帯を対象にした減

額認定証なども有効期限は7月31日
(金)です。認定証をすでにお持ちで対
象の方には、7月下旬に郵送します。
■保険料の改定
後期高齢者医療制度の保険料は、

「均等割額」と「所得割額」を合計し
て計算します。医療費の増加などを考
慮し、2年に1度改定します。

H30・R1
（改定前）

R2・3
（改定後）

 7.85% 8.07%
 40,400円 42,100円
 62万円 64万円

所得割率
均等割額
賦課限度額

世帯主を含む全ての被保険者の
総所得金額などの合計

軽減
割合

「基礎控除額（33万円）+52万円×
 世帯の被保険者数」以下　　 2割

「基礎控除額（33万円）+28.5万円×
 世帯の被保険者数」以下　　 5割

基礎控除額（33万円）以下 7.75割
7.75割軽減を受ける世帯の被保
険者全員が年金収入80万円以 7割
下でその他各種所得がない場合

■保険料の軽減措置
①均等割額の軽減（2割・5割の判定基
準が拡充されます）

②社会保険などの被用者保険の被扶
養者だった方は、資格取得日から2
年間は均等割額が5割軽減され、所
得割額はかかりません。

※令和2年度の保険料は、8月上旬に
決定してお知らせします。

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）

（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管　　 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎090-5118-3125）
シンワ設備（株） （☎24-3３22）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎４8-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）

 7/ 4 （土）
    5（日）
  11 （土）
  12 （日）
  18 （土）
  19 （日）
  　　23（木・祝）
   24（金・祝）
   25（土）
   26（日）
 8/ 1 （土）
    2（日）

 7/ 4 （土）
    5（日）
  11 （土）
  12 （日）
  18 （土）
  19 （日）
  　　23（木・祝）
  24 （金・祝）
  25（土）
  26（日）
 8/ 1 （土）
    2（日）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 7/4～8/2

カタログポケット

「広報かけがわ」多言語対応　ポルトガル語や英語で読める！聞ける！

■Multilingual  version  of  the  “Public  Information  Magazine  of  Kakegawa”  is  now  available  on  a  “Digital　Book”!
■A  versão  em  português  do  Informativo  de  Kakegawa  se  tornará  “Digital　Book”!
英

ポ

市公式Facebook市公式Facebook
広報担当が取材した記事
を中心に更新。災害情報
も随時発信しています。

掛川市防災メールマガジン掛川市防災メールマガジン
土砂災害警戒情報や大雨情報
など災害に備えるための情報を
タイムリーに受信できます。

子育て情報サイト「かけっこ」子育て情報サイト「かけっこ」
健診・予防接種、イベントカ
レンダー、子育てアドバイス
など幅広い情報満載です。

自衛官採用試験説明会
　　静岡地方協力本部袋井地域事務所

（☎0538-43-3717）

とき　7月18日（土）・23日（木・祝）、8
月8日（土） 午前9時～正午

ところ　生涯学習センター（御所原）
内容　防大、防医大、航空学生、一般
曹候補生、自衛官候補生、高等工科
学校の採用制度説明

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
や
お
知
ら
せ
・
募
集
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年度

令和2年6月1日現在の申出額

 区分 件数 金額（円）
 個人 322 8,160,740
 法人 524 272,971,830
 団体 354 12,674,533
 合計 1,200 293,807,103
みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。
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■「ジモトノシゴト展」(共催：(公社)静岡県建築士会）
　地元の建築士が設計した住宅や施設などの建築パネルを展示

　期間：７月９日(木)～８月1日(土)　中央
 ※住宅・耐震相談　7月２6日(日）
  午後１時～３時

　期間：８月４日(火)～16日(日)　大東
 ※住宅・耐震相談　8月16日(日）
  午後１時～３時

■古本市～図書館で除籍した本などをお譲りします～　大須賀
   期間：8月1日(土)～16日(日） 

■横須賀中央書写教室作品展　大須賀
   期間：8月21日(金)～23日(日）

 子育ては、お子さんの成長に喜びや楽しさを感じることが多
い一方で、自我が芽生えイヤイヤ期を迎えて反抗する姿に、イ
ライラすることもあると思います。親の思い通りにいかないこ
とがあって当たり前。イライラを子どもにぶつけたり、ストレ
スを我慢したりしないことが大切です。そこで、こんなストレ
ス解消法はいかがでしょうか。

＊子どもと離れ（別の部屋やトイレなどに行く）深呼吸をして
気持ちを落ち着かせる

＊外気に触れる（テラスに出る・散歩に出かける）
＊相談できる家族・友達・子育て仲間などに話を聞いてもらう
＊子どもの寝顔を見る
＊食事や睡眠をしっかりとる
＊普段からリフレッシュできることを見つ
けておく（好きな物を食べる・お風呂に
入る・日記をつけるなど）

 悩んだり困ったりしたときは、子育てコンシェルジュや健康
医療課などの子育て相談をご利用ください。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

8月の子育て・健康案内

子育てコンシェルジュだより
子育てのストレス解消法

徳育：徳育保健センター（御所原）
大東：大東保健センター（三俣）

 

図書館へ行こう

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示 市内32か所へ！  移動図書館

中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：8月21日(金） 午前10時30分～11時

お薦めの1冊を
紹介します

BooKリレー○
『郷土の伝統工芸織「掛川の葛
布」』
静岡県小笠社会科サークル/制
作・発行

61

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立図書館

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

大きな船に乗って、3匹のペンギン家
族と52匹のペンギンたちが、南の島
へクルーズの旅に出かけます。船の中
では楽しいことがいっぱい。ページを
めくるのが楽しくなり、何度見ても発
見がある絵本です。

のはなはるか/作
（くもん出版）

新田時也/編著
志田威・中澤麻衣/著
（静岡新聞社）

歯車で動く、楽しいポップアップカード
を作ってみませんか。歯車ひとつのシ
ンプルなものから複雑なものまであ
り、細かく美しい作品の数々は見てい
るだけでも楽しめます。

月本せいじ/著
（グラフィック社）

『GEAR WORLD 
ギアワールド』
歯車で動く
ポップアップカード

ペンギンクルーズ

江戸時代、東西をつなぐ大動脈として
発展した東海道・中山道。街道住民の
生活、旅の様子、街道筋にはどんな施
設やお店があったのか。歌川広重の絵
画も多く掲載され、街道歩きを楽しむ
ヒントが詰まった1冊です。

8月

■中央図書館（☎24-5921）　
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※）
　8月の休館日：毎週月曜日
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　8月の休館日：毎週月曜日
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　8月の休館日：毎週月曜日
※祝日は午後5時まで ▲松本礼子さん

　（達人に学び伝える会）

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

催

絵

新型コロナウイルス感染症対策のため休館や
イベントなどが中止になることがあります。

●各健診とも、対象日でご都合がつかない場合は健康医療課（☎23-8111）まで
ご連絡ください。 詳細は、追って送られる通知をご参照ください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時に、いつ
でも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種の手続きが
済んでいない場合は、母子健康手帳を持って徳育保健センターへお越しください。

■新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各健診・教室を延期または中止する場合が
あります。随時、開催についてお知らせしますので、ホームページをご覧ください。

 

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
もぐもぐ教室
9：15～9：30

 4 火 令和元年 10月～令和2年1月出生児

 5 水 令和2年 1月  1日～15日出生児

 25 火 令和2年 1月16日～31日出生児

 6 木 平成31年 1月  1日～10日出生児 

 19 水 平成31年 1月11日～20日出生児

 21 金 平成31年 1月21日～31日出生児

 5 水 平成30年  5月  1日～10日出生児

 18 火 平成30年  5月11日～20日出生児

 25 火 平成30年  5月21日～31日出生児

 7 金 平成29年  7月  1日～10日出生児

 17 月 平成29年  7月11日～20日出生児

 20 木 平成29年  7月21日～31日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 3 月 令和2年  6月出生児

 26 水 生後4～8か月児の親（予約制）

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

『東海道・中山
道』旅と暮らし

▲ジモトノシゴト展

小笠掛川急患診療所

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別・杉谷南1-1-30）

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。また、初診の
方で、紹介状のない方は特定初診料5,500円(税込み)がかかります。

各医療機関の診療案内は折り込みの「保存版」または市ホームページ
「救急医療」で検索

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

受診前に
連絡を!
☎61-1299

かつて、掛川城北側にあるお
屋敷「竹の丸」は、掛川の伝統工
芸品「葛布」の問屋として栄えた
ほか、城下には葛を扱う家が数
多くありました。最近注目を集め
ている葛布。詳しく学びたい方
の参考書に最適な１冊です。

対　象：乳幼児と保護者
中　央：8月 7日 ・14日 (金) 午前10時30分～11時
大　東：8月 7日 ・14日 (金) 午前10時30分～11時
大須賀：8月 21日 ・28日 (金) 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：8月 8日・ 22日（土）午後3時～3時30分
大　東：8月 1日・ 15日（土）午前10時30分～11時
大須賀：8月 8日・ 22日（土）午後3時～3時30分

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

2021



■「ジモトノシゴト展」(共催：(公社)静岡県建築士会）
　地元の建築士が設計した住宅や施設などの建築パネルを展示

　期間：７月９日(木)～８月1日(土)　中央
 ※住宅・耐震相談　7月２6日(日）
  午後１時～３時

　期間：８月４日(火)～16日(日)　大東
 ※住宅・耐震相談　8月16日(日）
  午後１時～３時

■古本市～図書館で除籍した本などをお譲りします～　大須賀
   期間：8月1日(土)～16日(日） 

■横須賀中央書写教室作品展　大須賀
   期間：8月21日(金)～23日(日）

 子育ては、お子さんの成長に喜びや楽しさを感じることが多
い一方で、自我が芽生えイヤイヤ期を迎えて反抗する姿に、イ
ライラすることもあると思います。親の思い通りにいかないこ
とがあって当たり前。イライラを子どもにぶつけたり、ストレ
スを我慢したりしないことが大切です。そこで、こんなストレ
ス解消法はいかがでしょうか。

＊子どもと離れ（別の部屋やトイレなどに行く）深呼吸をして
気持ちを落ち着かせる

＊外気に触れる（テラスに出る・散歩に出かける）
＊相談できる家族・友達・子育て仲間などに話を聞いてもらう
＊子どもの寝顔を見る
＊食事や睡眠をしっかりとる
＊普段からリフレッシュできることを見つ
けておく（好きな物を食べる・お風呂に
入る・日記をつけるなど）

 悩んだり困ったりしたときは、子育てコンシェルジュや健康
医療課などの子育て相談をご利用ください。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

8月の子育て・健康案内

子育てコンシェルジュだより
子育てのストレス解消法

徳育：徳育保健センター（御所原）
大東：大東保健センター（三俣）

 

図書館へ行こう

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示 市内32か所へ！  移動図書館

中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：8月21日(金） 午前10時30分～11時

お薦めの1冊を
紹介します

BooKリレー○
『郷土の伝統工芸織「掛川の葛
布」』
静岡県小笠社会科サークル/制
作・発行

61

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立図書館

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

大きな船に乗って、3匹のペンギン家
族と52匹のペンギンたちが、南の島
へクルーズの旅に出かけます。船の中
では楽しいことがいっぱい。ページを
めくるのが楽しくなり、何度見ても発
見がある絵本です。

のはなはるか/作
（くもん出版）

新田時也/編著
志田威・中澤麻衣/著
（静岡新聞社）

歯車で動く、楽しいポップアップカード
を作ってみませんか。歯車ひとつのシ
ンプルなものから複雑なものまであ
り、細かく美しい作品の数々は見てい
るだけでも楽しめます。

月本せいじ/著
（グラフィック社）

『GEAR WORLD 
ギアワールド』
歯車で動く
ポップアップカード

ペンギンクルーズ

江戸時代、東西をつなぐ大動脈として
発展した東海道・中山道。街道住民の
生活、旅の様子、街道筋にはどんな施
設やお店があったのか。歌川広重の絵
画も多く掲載され、街道歩きを楽しむ
ヒントが詰まった1冊です。

8月

■中央図書館（☎24-5921）　
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※）
　8月の休館日：毎週月曜日
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　8月の休館日：毎週月曜日
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　8月の休館日：毎週月曜日
※祝日は午後5時まで ▲松本礼子さん

　（達人に学び伝える会）

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

催

絵

新型コロナウイルス感染症対策のため休館や
イベントなどが中止になることがあります。

●各健診とも、対象日でご都合がつかない場合は健康医療課（☎23-8111）まで
ご連絡ください。 詳細は、追って送られる通知をご参照ください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時に、いつ
でも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種の手続きが
済んでいない場合は、母子健康手帳を持って徳育保健センターへお越しください。

■新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各健診・教室を延期または中止する場合が
あります。随時、開催についてお知らせしますので、ホームページをご覧ください。

 

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
もぐもぐ教室
9：15～9：30

 4 火 令和元年 10月～令和2年1月出生児

 5 水 令和2年 1月  1日～15日出生児

 25 火 令和2年 1月16日～31日出生児

 6 木 平成31年 1月  1日～10日出生児 

 19 水 平成31年 1月11日～20日出生児

 21 金 平成31年 1月21日～31日出生児

 5 水 平成30年  5月  1日～10日出生児

 18 火 平成30年  5月11日～20日出生児

 25 火 平成30年  5月21日～31日出生児

 7 金 平成29年  7月  1日～10日出生児

 17 月 平成29年  7月11日～20日出生児

 20 木 平成29年  7月21日～31日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 3 月 令和2年  6月出生児

 26 水 生後4～8か月児の親（予約制）

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

『東海道・中山
道』旅と暮らし

▲ジモトノシゴト展

小笠掛川急患診療所

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別・杉谷南1-1-30）

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。また、初診の
方で、紹介状のない方は特定初診料5,500円(税込み)がかかります。

各医療機関の診療案内は折り込みの「保存版」または市ホームページ
「救急医療」で検索

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

受診前に
連絡を!
☎61-1299

かつて、掛川城北側にあるお
屋敷「竹の丸」は、掛川の伝統工
芸品「葛布」の問屋として栄えた
ほか、城下には葛を扱う家が数
多くありました。最近注目を集め
ている葛布。詳しく学びたい方
の参考書に最適な１冊です。

対　象：乳幼児と保護者
中　央：8月 7日 ・14日 (金) 午前10時30分～11時
大　東：8月 7日 ・14日 (金) 午前10時30分～11時
大須賀：8月 21日 ・28日 (金) 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：8月 8日・ 22日（土）午後3時～3時30分
大　東：8月 1日・ 15日（土）午前10時30分～11時
大須賀：8月 8日・ 22日（土）午後3時～3時30分

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

2021



掛
川
市
内
の
お
医
者
さ
ん
案
内
は

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」で

り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
が
重

症
化
す
る
と
報
告
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、

ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
治
療
中
の
方
は
そ
の
ま
ま
治
療

を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

治
療
を
自
分
の
判
断
で
中
断
し
て
し
ま
う

と
、
歯
や
お
口
の
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
治
療
に
つ
い
て
は

主
治
医
の
先
生
と
相
談
の
う
え
、
中
止
・

延
期
・
継
続
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
定
期

健
診
の
時
期
が
近
付
い
て
い
る
方
は
電
話

で
実
施
時
期
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

歯
科
医
院
で
は
以
前
か
ら
感
染
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
で
さ
ら
な
る
感
染
対
策
の

強
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
や
グ

ロ
ー
ブ
は
も
ち
ろ
ん
装
着
し
て
い
ま
す
が
、

治
療
機
器
の
滅
菌
や
診
療
室
・
待
合
室
な

ど
の
換
気
・
空
間
除
菌
も
行
っ
て
い
ま
す
。

5
月
25
日
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
ま
し
た
。
週
末
は
買
い
物
に
食

事
に
と
、
お
店
は
久
し
ぶ
り
に
に
ぎ
わ
い

が
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
心
配
に
な
る
の
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
第
2
波
で
す
。
毎
日
の
よ
う
に
感

染
者
の
報
告
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
、
そ
ん
な
お
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
「
マ
ス
ク
」
「
手
洗
い
」
「
う
が

い
」
「
換
気
」
の
徹
底
と
、
「
三
密
」
を

防
ぐ
こ
と
は
み
な
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
が
、
歯
磨
き
が
大
切
な
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
不
顕
性
感
染
（
本

人
が
症
状
に
気
が
付
い
て
い
な
い
）
の
状

態
で
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
感
染
さ
れ
た

方
が
基
礎
疾
患
を
持
っ
て
い
る
と
重
症
化

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
歯
科
治
療
も
例
外
で
は
な
く
、

歯
磨
き
不
足
・
歯
周
病
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
・
誤
え
ん
性
肺
炎
・
喫
煙
な
ど
に
よ

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
全
国
で
も
歯
科
医

院
に
お
け
る
感
染
拡
大
は
起
こ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
（
6
月
15
日
現
在
）

歯
科
治
療
は
「
予
防
・
早
期
発
見
・
早

期
治
療
」
が
原
則
で
す
。
不
要
不
急
の
外

出
は
控
え
る
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
治
療
は
ご
自
身
の
判
断
で
中
断
せ
ず
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

小笠
医師会
小笠
医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
歯
科
治
療

～みんなでシティプロモーション～

日本における新型コロナウイルス感染症は、5月25日に緊急
事態宣言が解除され平穏を取り戻したかのようですが、第2波へ
の懸念など、まだまだ油断できない状況が続いています。
この難局をみんなで乗り切るため、輝くかけがわ応援大使の

みなさんがメッセージを届けてくれました。今回は3人のメッ
セージを紹介します。

問観光・シティプロモーション課（☎21-1121）

コロナに負けるな！
輝くかけがわ応援大使からメッセージかけがわ

魅力・情報
発信！
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小笠掛川
歯科医師会
小笠掛川
歯科医師会
小笠掛川
歯科医師会

小笠掛川歯科医師会  その49
（☎22-6120）

～食事・治療・歯・薬・介護を考える～～食事・治療・歯・薬・介護を考える～

テノール歌手
榛葉昌寛さん

ヴァイオリニスト
長尾春花さん

パラサイクリスト
杉浦佳子さん

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
大
変
な
ご
心
配
と

不
安
な
自
粛
の
日
々
が
続
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
３
月
に
予
定
さ
れ

て
い
た
”第
8
回
バ
チ
カ
ン
よ
り
日
本
へ
祈

り
の
レ
ク
イ
エ
ム”

バ
チ
カ
ン
公
演
が
行
え

ず
、
演
奏
活
動
が
許
さ
れ
な
い
、
ま
た
、

い
つ
か
ら
活
動
が
で
き
る
の
か
も
見
え
な
い

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
社
会
は
”人
と
の
絆”

に
よ
っ

て
全
て
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
は
そ
の
絆
を
脅
か

し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
人
を
思
い
や
る
こ

と
が
一
番
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
掛

川
市
に
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
ペ
ー
ザ
ロ

市
が
コ
ロ
ナ
で
医
療
崩
壊
寸
前
だ
っ
た
４

月
に
、
マ
ス
ク
支
援
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
姉
妹
都
市
の
”絆”

を
強
く
感
じ
る
取
り

組
み
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
み
な
さ
ま
と
お

会
い
で
き
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。

み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
す

か
。私

の
住
ん
で
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

は
、
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
3
月
11

日
夜
の
国
立
歌
劇
場
の
公
演
を
最
後
に
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
全
公
演
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
リ
ス
ト
音
楽
院
で
は
、
授
業
や

レ
ッ
ス
ン
が
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

友
人
や
隣
人
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

し
ま
い
、
身
の
危
険
を
肌
で
感
じ
る
日
々

で
し
た
が
、
そ
れ
も
徐
々
に
治
ま
っ
て
き

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
々
強
く
な
る
日
ざ
し

に
夏
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
言
語
学

習
、
掃
除
、
体
操
、
料
理
や
練
習
な
ど
、

普
段
よ
り
時
間
を
か
け
て
楽
し
む
ほ
か
、

普
段
と
違
う
こ
と
を
探
し
て
や
っ
て
み
る

と
、
気
持
ち
が
晴
れ
や
か
に
な
り
ま
す
。

世
界
中
で
大
変
な
事
態
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
掛
川
市
の
み
な
さ
ん
の
ご
健
康

と
ご
無
事
を
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。

掛
川
市
の
み
な
さ
ん
、
思
い
が
け
な

い
環
境
の
変
化
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
案
じ
て
お
り
ま
す

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
は
4
月
か
ら
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
会
場
で
あ
る
静
岡
県
で
合
宿
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
の
た
め
外

出
を
自
粛
し
、
自
室
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
ん
で
い
ま
す
。
実
際
に
外
を
走
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
自
転
車
操
作
の
技

術
に
関
し
て
は
不
安
で
す
が
、
今
で
き
る

こ
と
を
工
夫
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
む
こ

と
で
来
年
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
先
日
は
、
集
中
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
こ

な
し
て
い
た
ら
脱
水
症
状
を
起
こ
し
て
、

両
腕
両
脚
が
け
い
れ
ん
し
て
し
ま
い
ま
し

た（
笑
）

暑
い
季
節
に
な
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除
と
な
っ
た
後

も
無
理
せ
ず
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。
苦

し
み
を
乗
り
越
え
た
後
に
は
明
る
い
未
来

が
あ
る
と
信
じ
て
！

ふ

け
ん
せ
い

感
染
症
予
防
に
歯
磨
き
が
大
切

感
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中
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は
主
治
医
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掛
川
市
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お
医
者
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内
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「
広
報
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わ
電
子
版
」で

り
、
コ
ロ
ナ
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イ
ル
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よ
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肺
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重
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す
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と
報
告
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あ
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。
で
は
、

ど
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し
た
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で
し
ょ
う
か
。
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や
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菌
や
診
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待
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換
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菌
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っ
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5
月
25
日
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全
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ル
ス
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す
。
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の
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感

染
者
の
報
告
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続
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ま
す
が
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ど
う

し
た
ら
良
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の
か
、
そ
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な
お
話
を
し
た

い
と
思
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ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
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防
ぐ
た

め
に
「
マ
ス
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」
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洗
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」
「
う
が

い
」
「
換
気
」
の
徹
底
と
、
「
三
密
」
を

防
ぐ
こ
と
は
み
な
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
が
、
歯
磨
き
が
大
切
な
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
不
顕
性
感
染
（
本

人
が
症
状
に
気
が
付
い
て
い
な
い
）
の
状

態
で
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
感
染
さ
れ
た

方
が
基
礎
疾
患
を
持
っ
て
い
る
と
重
症
化

す
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と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
歯
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治
療
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例
外
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な
く
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磨
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不
足
・
歯
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病
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
・
誤
え
ん
性
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炎
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喫
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な
ど
に
よ

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
全
国
で
も
歯
科
医

院
に
お
け
る
感
染
拡
大
は
起
こ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
（
6
月
15
日
現
在
）
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は
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予
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早
期
発
見
・
早

期
治
療
」
が
原
則
で
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。
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急
の
外

出
は
控
え
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よ
う
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報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
治
療
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ご
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身
の
判
断
で
中
断
せ
ず
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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セージを紹介します。
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▲報刻の大太鼓を打ち鳴らす松井市長

▲一生懸命田植えを行う児童たち

▲鎮物埋納で土をかぶせる松井市長

5/30

十九首区にある水源地公園隣の浄水場跡地
で、市が主催する「水道感謝のつどい」と市管工
事業協同組合が主催する「水神宮例祭」が行わ
れました。先人の功績や水の恵みに感謝し、安
全・安心・安定供給を祈願するとともに、今年度
工事の安全かつ円滑な執行を祈願しました。市
は古くから水資源の確保に苦労した歴史があり、
水源である大井川の恵みに感謝しました。

6/10 幼保一体で質の高い保育へ
智光認定こども園地鎮式

▲中東遠総合医療センター壁面に投影された高校生の感謝のメッセージ

新型コロナウイルス感染症治療に尽力する医
療従事者へ感謝の思いを伝えようと、掛川西高
校が生徒ら約80人からのイラストやメッセージ
を編集した映像を中東遠総合医療センター東側
壁面に投影しました。医師や職員ら約100人が
視聴し、医療従事者を労わる高校生の思いを受
け取りました。宮地院長は「一人ひとりの言葉が
スタッフに届いたと思う」と話しました。

▲サカタのタネの斎藤さん（左）から苗を受け取る石川さん

5/28 医療従事者へ感謝伝える掛川西高生が映像投影 5/28 幻想的な黄緑色の光放つ垂木川でホタルの乱舞

▲コロナの影響で出席者を減らして開かれた感謝のつどい・例祭

報刻の大太鼓打ち鳴らし
時の記念日100周年

▲法被姿の協会役員から新茶を受け取る学校代表者ら

6/12 深蒸し掛川茶贈呈式小中学校など85か所へ

▲垂木川で淡い光を放ち乱舞するホタル（多重露光で撮影）

5/28 環境浄化植物1,000鉢市内全小中学校へ

6/3 原田小5年生が田植え体験
総合的学習でお米を学ぶ6/4 安全・安定供給祈願

水道感謝のつどい

東中学校で環境浄化植物「サンパチェンス」
1,000鉢の贈呈式が行われ、サカタのタネ掛川
総合研究センターの齋藤寛人さんから苗が代表
生徒へ手渡されました。平成23年から毎年行わ
れており、市内の全小中学校へ配布されます。
全校を代表して苗を受け取った、東中学校生
徒会長の石川弘馬さん（3年）は「みんなで大切
に育てていきたい」と感謝を述べました。

桜木地区を流れる垂木川でゲンジボタルが
舞い、地域住民の目を楽しませました。
日が暮れ、ホタルが淡い黄緑色の光を放ち始
める夜7時30分ころから、親子連れが来場。ピー
クを迎えた8時過ぎには、一帯がホタルの発する
幻想的な光に包まれました。
地元の「上垂木ホタルを守る会」が今年3月に
約4,000匹の幼虫を放流しています。

（仮称）智光認定こども園改築工事の地鎮式
が仁藤町の建設予定地で行われ、園を運営する
（社福）泉洞会や建設業者など約20人が工事の
安全を祈願しました。現在の智光幼稚園園舎を
取り壊し、子育て支援センターも併設した園に改
築。鉄筋コンクリート造り２階建てで、延床面積
は1,252.53㎡。定員は0～5歳児の計210人で、
令和3年4月に開園予定です。

掛川市観光協会掛川支部は、掛川城御殿で
太鼓打ち鳴らし式を行いました。時間の大切さ
を知ってもらうと同時に、新型コロナウイルスに
負けないという強い思いを込めて打ち鳴らしま
した。大正9年に「時の記念日」が制定されてから、
今年で100周年を迎えます。会長の平野正俊さ
んは「100年に一度の節目。時間について考え、
行動する機会にしてほしい」と話しました。

掛川市役所で掛川茶贈呈式が行われ、掛川
茶振興協会（松井三郎会長）から市内の幼稚園、
小学校、中学校、高等学校の代表者４人に深蒸
し掛川茶が手渡されました。
本事業は昭和56年からスタートし、今回で40
回目。子どもたちがお茶を飲んで、心身ともに健
康に生活できるよう願いを込めて市内85か所に
計1,320㌔が贈られました。

原田小学校の5年生10人が、小学校西側の田
んぼで田植えを体験しました。総合的な学習の
時間の一環で、栽培の楽しさ、成長や収穫の喜
びを感じとりお米について学習を深めます。
児童らは、泥に足をとられながらも真剣な表
情で植えていきました。今後は成長の様子を観
察し、９月下旬に収穫したお米を、お世話になっ
た地元の方々に手紙と一緒に配ります。

25 2425 24広報プラスONE、市公式facebookでは掲載されていない記事も紹介しています。
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菩
薩
」
が
祭
ら
れ
て
い
て
、
慶
安
元

年
（
1
6
4
8
）
に
建
立
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
6
月
号
で
紹
介

し
た
『
掛
川
誌
稿
』
に
も
こ
の
十
王

堂
の
存
在
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

名
前
が
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

地
域
に
残
る
仏
教
由
来
の
地
名

岩
滑
区
に
あ
る
谷
の
口
堂
（
写
真

2
）
に
は
「
延
命
地
蔵
菩
薩
」
が
祭

ら
れ
て
い
て
、
約
4
0
0
年
以
上
前

の
室
町
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
旧
大
東
町
教
育
委

員
会
発
行
の
『
大
東
町
の
地
名
』
に

は
、
こ
の
地
域
に
「
千
手
」
や
「
明

僧
」
と
い
っ
た
仏
教
由
来
の
地
名
が

記
さ
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
こ
の
地

域
で
は
お
地
蔵
さ
ん
を
大
切
に
し
て

き
た
こ
と
が
案
内
板
に
も
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
普
段
注
目
す
る
こ
と

が
少
な
い
お
地
蔵
さ
ん
で
す
が
、
長

年
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
、
地

名
の
由
来
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
身
近
な
お
地

蔵
さ
ん
を
通
じ
て
、
地
域
の
歴
史
を

調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（6月1日現在）

掛
川
市
と
袋
井
市
に
ま
た
が
る
、

標
高
２
６
５
㍍
の
低
山
、
小
笠
山
。

変
化
に
富
み
、
多
様
な
動
植
物
が
生

育
す
る
自
然
の
宝
庫
で
す
。
そ
の
魅

力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
活
動
す
る
の
が
、
平
成
28
年
３

月
に
「
小
笠
山
を
愛
す
る
協
議
会
」

を
設
立
し
、
代
表
を
務
め
る
中
山
幸

男
さ
ん
。
20
年
以
上
登
り
続
け
て
い

る
愛
好
者
で
す
。

平
成
27
年
に
国
有
林
の
「
ナ
ラ
枯

れ
」
が
急
増
。
一
部
立
ち
入
り
禁
止

に
な
っ
た
こ
と
に
心
を
痛
め
、
な
ん

と
か
し
よ
う
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

当
初
一
人
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

個
人
の
力
に
限
界
を
感
じ
て
組
織
作

り
を
決
心
。
「
現
在
は
48
人
の
仲
間

と
、
立
ち
入
り
規
制
解
除
に
向
け
た

働
き
か
け
や
道
の
整
備
、
自
然
観
察

会
、
野
鳥
観
察
会
な
ど
を
行
い
、
山

の
マ
ナ
ー
向
上
や
自
然
保
護
の
機
運

向
上
に
努
め
て
い
る
」
と
目
を
輝
か

せ
ま
す
。

体
調
を
崩
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
健
康
維
持
の
た
め
山
に
登
り
始

め
ま
し
た
。
元
々
自
然
や
植
物
に
興

味
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
魅

力
に
と
り
つ
か
れ
ま
し
た
。
何
度
も

登
っ
て
、
手
書
き
で
地
図
を
作
り
登

山
者
に
配
っ
た
り
、
手
作
り
の
道
標

を
設
置
し
た
り
と
、
多
く
の
方
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
手
書
き
の
地
図
は
掛
川
遊

歩
会
発
行
の
「
小
笠
山
マ
ッ
プ
」
の

元
に
な
り
ま
し
た
。
登
山
者
か
ら
は

「
木
漏
れ
日
や
鳥
の
声
が
す
る
山
道

が
気
持
ち
よ
く
す
ば
ら
し
い
所
だ
っ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
登
山
道
の

崩
れ
や
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
の
情
報
も

集
ま
り
、
そ
の
対
応
に
忙
し
い
と
話

し
ま
す
。

「
自
分
に
と
っ
て
山
は
病
院
で
あ

り
、
学
校
で
あ
る
」
と
語
る
中
山
さ

ん
。
今
後
も
小
笠
山
の
魅
力
を
伝
え

る
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

お地蔵さんに歴史あり
地名の由来をひも解く

▲子安延命地蔵菩薩が祭られている菩薩院十王堂（写真1）

▲延命地蔵菩薩が祭られている谷の口堂（写真2）

み
な
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
お
地
蔵

さ
ん
。
誰
も
が
一
度
は
目
に
し
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
正
式
名
称

は
地
蔵
菩
薩
。
約
千
年
前
の
平
安
時

代
以
降
に
庶
民
に
広
ま
っ
た
と
言
わ

れ
て
お
り
、
市
内
に
も
古
く
か
ら
伝

わ
っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
地
域
の
お

地
蔵
さ
ん
に
着
目
し
て
、
歴
史
を
ひ

も
解
き
ま
す
。

地
名
の
由
来
と
な
っ
た
地
蔵

十
王
区
に
あ
る
菩
薩
院
十
王
堂

（
写
真
1
）
に
は
「
子
安
延
命
地
蔵

小笠山の魅力を多くの人に発信したい

7
・
8
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 8/8（土）・23（日）9：00～11：30
 ※7月は原則受け入れできません。

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　7/14（火）、8/25(火) 13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　7/21（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

ご
み
非
常
事
態
宣
言
を
受
け
、
ご

み
減
量
に
取
り
組
む
北
中
学
校
生
徒

会
を
取
材
し
て
感
じ
た
の
は
、
今
の

中
学
生
は
す
ご
い
ぞ
！
と
い
う
こ
と
。

自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
持
ち
、
聞

か
れ
た
こ
と
に
ブ
レ
ず
に
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
私
が
中
学
生
の
こ
ろ
、

こ
ん
な
に
も
意
思
を
持
っ
て
、
み
ん

な
の
た
め
に
何
か
を
し
よ
う
と
言
え

た
だ
ろ
う
か
。
掛
川
の
未
来
を
担
う

若
者
た
ち
の
熱
い
思
い
が
、
冷
め
ず

に
み
な
さ
ん
の
元
へ
伝
わ
る
特
集
に

な
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
い

か
が
で
し
た
か
。

　
　
 

  

（
湯
）

退職後、自治会活動や
まちづくりに関わる。独
学で写真を学び、15年ほ
ど前から小笠山の自然を
撮影、個展などで発表。
各種写真コンテストにも
入選。現在、市緑化推進
委員会会長、掛川名木巨
木に親しむ会事務局長、
掛川遊歩会理事を務める
など、精力的に活動中。

中山 幸男さん
（五明）

小笠山を愛する協議会　代表

掛川
歴史探訪

住民基本台帳人口 117,435人 （－ 23 ） 58,909人 （－ 9 ） 58,526人 （－ 14 ） 45,774 （＋ 39 ）
 日本人 112,785人 （－ 18 ） 56,647人 （－ 5 ） 56,138人 （－ 13 ） 43,357 （＋ 48 ）
 外国人 4,650人 （－ 5 ） 2,262人 （－ 4 ） 2,388人 （－ 1 ） 2,417 （－ 9 ）
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菩
薩
」
が
祭
ら
れ
て
い
て
、
慶
安
元

年
（
1
6
4
8
）
に
建
立
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
6
月
号
で
紹
介

し
た
『
掛
川
誌
稿
』
に
も
こ
の
十
王

堂
の
存
在
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

名
前
が
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

地
域
に
残
る
仏
教
由
来
の
地
名

岩
滑
区
に
あ
る
谷
の
口
堂
（
写
真

2
）
に
は
「
延
命
地
蔵
菩
薩
」
が
祭

ら
れ
て
い
て
、
約
4
0
0
年
以
上
前

の
室
町
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
旧
大
東
町
教
育
委

員
会
発
行
の
『
大
東
町
の
地
名
』
に

は
、
こ
の
地
域
に
「
千
手
」
や
「
明

僧
」
と
い
っ
た
仏
教
由
来
の
地
名
が

記
さ
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
こ
の
地

域
で
は
お
地
蔵
さ
ん
を
大
切
に
し
て

き
た
こ
と
が
案
内
板
に
も
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
普
段
注
目
す
る
こ
と

が
少
な
い
お
地
蔵
さ
ん
で
す
が
、
長

年
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
、
地

名
の
由
来
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
身
近
な
お
地

蔵
さ
ん
を
通
じ
て
、
地
域
の
歴
史
を

調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（6月1日現在）

掛
川
市
と
袋
井
市
に
ま
た
が
る
、

標
高
２
６
５
㍍
の
低
山
、
小
笠
山
。

変
化
に
富
み
、
多
様
な
動
植
物
が
生

育
す
る
自
然
の
宝
庫
で
す
。
そ
の
魅

力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
活
動
す
る
の
が
、
平
成
28
年
３

月
に
「
小
笠
山
を
愛
す
る
協
議
会
」

を
設
立
し
、
代
表
を
務
め
る
中
山
幸

男
さ
ん
。
20
年
以
上
登
り
続
け
て
い

る
愛
好
者
で
す
。

平
成
27
年
に
国
有
林
の
「
ナ
ラ
枯

れ
」
が
急
増
。
一
部
立
ち
入
り
禁
止

に
な
っ
た
こ
と
に
心
を
痛
め
、
な
ん

と
か
し
よ
う
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

当
初
一
人
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

個
人
の
力
に
限
界
を
感
じ
て
組
織
作

り
を
決
心
。
「
現
在
は
48
人
の
仲
間

と
、
立
ち
入
り
規
制
解
除
に
向
け
た

働
き
か
け
や
道
の
整
備
、
自
然
観
察

会
、
野
鳥
観
察
会
な
ど
を
行
い
、
山

の
マ
ナ
ー
向
上
や
自
然
保
護
の
機
運

向
上
に
努
め
て
い
る
」
と
目
を
輝
か

せ
ま
す
。

体
調
を
崩
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
健
康
維
持
の
た
め
山
に
登
り
始

め
ま
し
た
。
元
々
自
然
や
植
物
に
興

味
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
魅

力
に
と
り
つ
か
れ
ま
し
た
。
何
度
も

登
っ
て
、
手
書
き
で
地
図
を
作
り
登

山
者
に
配
っ
た
り
、
手
作
り
の
道
標

を
設
置
し
た
り
と
、
多
く
の
方
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
手
書
き
の
地
図
は
掛
川
遊

歩
会
発
行
の
「
小
笠
山
マ
ッ
プ
」
の

元
に
な
り
ま
し
た
。
登
山
者
か
ら
は

「
木
漏
れ
日
や
鳥
の
声
が
す
る
山
道

が
気
持
ち
よ
く
す
ば
ら
し
い
所
だ
っ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
登
山
道
の

崩
れ
や
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
の
情
報
も

集
ま
り
、
そ
の
対
応
に
忙
し
い
と
話

し
ま
す
。

「
自
分
に
と
っ
て
山
は
病
院
で
あ

り
、
学
校
で
あ
る
」
と
語
る
中
山
さ

ん
。
今
後
も
小
笠
山
の
魅
力
を
伝
え

る
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

お地蔵さんに歴史あり
地名の由来をひも解く

▲子安延命地蔵菩薩が祭られている菩薩院十王堂（写真1）

▲延命地蔵菩薩が祭られている谷の口堂（写真2）

み
な
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
お
地
蔵

さ
ん
。
誰
も
が
一
度
は
目
に
し
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
正
式
名
称

は
地
蔵
菩
薩
。
約
千
年
前
の
平
安
時

代
以
降
に
庶
民
に
広
ま
っ
た
と
言
わ

れ
て
お
り
、
市
内
に
も
古
く
か
ら
伝

わ
っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
地
域
の
お

地
蔵
さ
ん
に
着
目
し
て
、
歴
史
を
ひ

も
解
き
ま
す
。

地
名
の
由
来
と
な
っ
た
地
蔵

十
王
区
に
あ
る
菩
薩
院
十
王
堂

（
写
真
1
）
に
は
「
子
安
延
命
地
蔵

小笠山の魅力を多くの人に発信したい

7
・
8
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 8/8（土）・23（日）9：00～11：30
 ※7月は原則受け入れできません。

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　7/14（火）、8/25(火) 13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　7/21（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

ご
み
非
常
事
態
宣
言
を
受
け
、
ご

み
減
量
に
取
り
組
む
北
中
学
校
生
徒

会
を
取
材
し
て
感
じ
た
の
は
、
今
の

中
学
生
は
す
ご
い
ぞ
！
と
い
う
こ
と
。

自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
持
ち
、
聞

か
れ
た
こ
と
に
ブ
レ
ず
に
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
私
が
中
学
生
の
こ
ろ
、

こ
ん
な
に
も
意
思
を
持
っ
て
、
み
ん

な
の
た
め
に
何
か
を
し
よ
う
と
言
え

た
だ
ろ
う
か
。
掛
川
の
未
来
を
担
う

若
者
た
ち
の
熱
い
思
い
が
、
冷
め
ず

に
み
な
さ
ん
の
元
へ
伝
わ
る
特
集
に

な
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
い

か
が
で
し
た
か
。

　
　
 

  

（
湯
）

退職後、自治会活動や
まちづくりに関わる。独
学で写真を学び、15年ほ
ど前から小笠山の自然を
撮影、個展などで発表。
各種写真コンテストにも
入選。現在、市緑化推進
委員会会長、掛川名木巨
木に親しむ会事務局長、
掛川遊歩会理事を務める
など、精力的に活動中。

中山 幸男さん
（五明）

小笠山を愛する協議会　代表

掛川
歴史探訪

住民基本台帳人口 117,435人 （－ 23 ） 58,909人 （－ 9 ） 58,526人 （－ 14 ） 45,774 （＋ 39 ）
 日本人 112,785人 （－ 18 ） 56,647人 （－ 5 ） 56,138人 （－ 13 ） 43,357 （＋ 48 ）
 外国人 4,650人 （－ 5 ） 2,262人 （－ 4 ） 2,388人 （－ 1 ） 2,417 （－ 9 ）
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83

②
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